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東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
二
年
が
経
過
し
ま
す
。
今
も
な
お
困
難
な
生
活
を
お
く
ら
れ
て
い
る
方
々
を
お
ぼ

え
、
改
め
て
一
日
も
早
い
生
活
の
立
て
直
し
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

国
際
協
力
団
体
で
あ
る
チ
ャ
イ
ル
ド
・
フ
ァ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
チ
ャ
イ
ル
ド
・

フ
ァ
ン
ド
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
加
盟
す
る
11
団
体
か
ら
の
温
か
い
お
支
え
や
日
本
の
各
地
に
お
ら
れ
る
た
く
さ
ん
の

協
力
者
か
ら
の
尊
い
ご
寄
付
に
支
え
ら
れ
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
直
後
か
ら
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
す
る
緊
急
・

復
興
支
援
活
動
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
予
想
し
た
以
上
に
、
難
し
さ
を
伴
う
経
験
で
あ
る
と
同
時
に
、

団
体
が
掲
げ
る
「
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
開
か
れ
た
未
来
を
約
束
す
る
国
際
社
会
の
形
成
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の

実
現
に
向
か
っ
て
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
仕
え
る
よ
い
機
会
を
団
体
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。

二
年
を
超
え
る
緊
急
・
復
興
支
援
活
動
を
終
了
す
る
に
あ
た
り
、
チ
ャ
イ
ル
ド
・
フ
ァ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
に
格
別
の

ご
理
解
と
大
き
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
特
に
岩
手
県
大
船
渡
市
の
皆
様
に
は
、

活
動
基
盤
の
な
い
チ
ャ
イ
ル
ド
・
フ
ァ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
を
受
け
入
れ
、
私
ど
も
と
歩
み
を
共
に
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
こ
と
に
改
め
て
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
活
動
を
終
了
す
る
に
あ
た
り
、
感
謝
の
思
い
と
と
も
に
、

こ
の
事
業
報
告
書
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
こ
で
報
告
す
る
貴
重
な
経
験
を
大
切
に
し
つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
願
い
な
が
ら
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
か
っ
て
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

主
の
ご
加
護
を
祈
り
つ
つ
、
お
礼
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
３
月

特
定
非
営
利
活
動
法
人  
チ
ャ
イ
ル
ド
・
フ
ァ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長



※2013年3月8日現時点（警察庁緊急災害警備本部）

■東日本大震災 被害状況
人的被害

死　　　者
行方不明者

1万5,881人
2,668人

全　　　壊
半　　　壊

12万8,801戸
26万9,659戸
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■死者数・行方不明者数（県別） ■建物被害数（県別）
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３.１１東日本大震災の惨状
2011年3月11日午後２時46分ごろ、東北の太平洋沿岸で国内観測史上最大となるマグニチュ
ード（Ｍ）８・８の巨大地震があり、大船渡で震度６弱の激震が走った。気象庁は本県を含む太平
洋沿岸に大津波警報を発令。この地震による大津波が30分後に三陸沿岸に押し寄せ、気仙両
市で壊滅的打撃を受けた。12日午後６時現在、２００人以上の死亡を確認。陸前高田市では行
方不明者が多数出ている。依然、電気、水道、電話などのライフラインは気仙全域で復旧の見通
しが立たず、余震も断続的に続いており、住民の不安と疲れがピークに達している。
（東海新報2011年3月13日付） ※マグニチュードは後に９.０に修正

23

■地震の状況
　①　発 生 時 間　　２０１１年 3月 11 日　14 時 46 分
　②　震　源　地　　三陸沖
　③　震源の深さ　　約 24 ㎞
　④　震源の規模　　マグニチュード 9.0
　⑤　震　　　度　　震度６弱
■津波の情報
　①　津波警報
　　　　大津波警報　　　　　　２０１１年 3月 11 日　14 時 49 分
　　　　津波警報に切り替え　　２０１１年 3月 12 日　20 時 20 分
　　　　津波注意報に切り替え　２０１１年 3月 13 日　 7 時 40 分
　　　　津波注意報解除　　　　２０１１年 3月 13 日　17 時 58 分

国内最大級の大津波が来襲、濁流に呑み込まれた大船渡市街地=2011年3月11日午後4時05分撮影
岩手県大船渡市大船渡町茶屋前 東海新報2011年3月12日付号外掲載写真
国内最大級の大津波が来襲、濁流に呑み込まれた大船渡市街地=2011年3月11日午後4時05分撮影
岩手県大船渡市大船渡町茶屋前 東海新報2011年3月12日付号外掲載写真



２
０
１
１
年
３
月

◎
支
援
開
始
決
定

◎
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
情
報
交
換
会

◎
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
と
の
協
働
開
始

◎
緊
急
支
援
物
資
の
搬
送（
宮
城
県
名
取
市
）

◎
ラ
ジ
オ
福
島
出
演（
緊
急
支
援
実
施
状
況
）

◎
Ｗ
ｅ 

ａ
ｒ
ｅ 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

ｙ
ｏ
ｕ
！ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

２
０
１
１
年
４
月

◎
緊
急
支
援
物
資
搬
送（
宮
城
県
名
取
市
、石
巻
市
）

◎
東
日
本
大
震
災
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
J
C
N
）

◎
緊
急
支
援
物
資
搬
送（
石
巻
市
）

◎
被
災
後
の
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
手
引 

き
完
成

◎
船
戸
義
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
着
任

◎
緊
急
支
援
物
資
搬
送（
盛
岡
市
、大
船
渡
市
）

◎
岩
手
県
大
船
渡
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
訪
問

◎
遠
野
拠
点
設
置

◎
日
本
基
督
教
団
奥
羽
教
区
と
の
協
働
開
始

２
０
１
１
年
５
月

◎
大
船
渡
市
で
復
興
支
援
活
動
を
開
始

◎
酪
農
学
園
大
学
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入

◎
聞
き
取
り
調
査
開
始

◎
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
と
体
の
ケ
ア
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

　
（
宮
城
県
仙
台
市
）

２
０
１
１
年
６
月

◎
福
島
大
学
災
害
復
興
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加

２
０
１
１
年
７
月

◎
日
本
基
督
教
団
北
海
教
区
か
ら
長
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
（
２
ヵ
月
）

◎
J
I
C
A
帰
国
隊
員
等
N
G
O
活
動
支
援
制
度
を
通

　

じ
て
２
名
の
イ
ン
タ
ー
ン
受
入（
６
ヵ
月
）

◎
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
（
岩
手
県
滝
沢
村
）

◎
グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始（
宮
城
県
石
巻
市
）

◎
青
山
学
院
大
学
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
開
始

◎
ベ
ン
チ
づ
く
り

２
０
１
１
年
８
月

◎
夏
祭
り
・
納
涼
祭

◎
は
ま
っ
ぺ
し
持
ち
寄
り
食
事
会

２
０
１
１
年
10
月

◎「
大
船
渡
市
復
興
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
計
画
書｣

策
定

◎
斉
藤
弘
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
着
任

◎
チ
ャ
イ
ル
ド
・
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
事
務
局
長

　

ジ
ム
・
エ
マ
ソ
ン
大
船
渡
市
訪
問

２
０
１
１
年
11
月

◎
沿
岸
南
部
杯
少
年
野
球
大
会

◎
グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム（
大
船
渡
市
）

◎
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム（
大
船
渡
市
）

２
０
１
１
年
12
月

◎
遠
野
拠
点
閉
鎖
・
大
船
渡
拠
点
設
置

◎
合
澤
由
夏
、浦
大
介
両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

　

タ
ー
着
任

２
０
１
２
年
２
月

◎
友
結
フ
ァ
ー
ム

◎
読
み
聞
か
せ
サ
ポ
ー
ト

２
０
１
２
年
３
月

◎
越
喜
来
仮
設
保
育
室
建
設

◎
大
船
渡
小
学
校
備
品
整
備

◎
卒
業
ア
ル
バ
ム
制
作
支
援

２
０
１
２
年
８
月

◎
夏
祭
り
・
納
涼
祭

２
０
１
２
年
10
月

◎
長
洞
仮
設
団
地
地
域
公
民
館
建
設

２
０
１
２
年
11
月

◎
沿
岸
南
部
杯
少
年
野
球
大
会

２
０
１
３
年
１
月

◎
赤
崎
中
学
校
備
品
整
備

◎
卒
業
ア
ル
バ
ム
制
作
支
援

２
０
１
３
年
３
月

◎
活
動
報
告
会（
東
京
都
）

◎
あ
り
が
と
う
大
船
渡（
大
船
渡
市
）

◎
活
動
終
了

活
動
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

こ
れ
ま
で
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
36
年
間
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
を
中
心
に
支
援
活
動
を
し
て
い
る
チ
ャ
イ
ル
ド
・
フ
ァ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
２
０
１
１
年
３
月
16
日

に
東
日
本
大
震
災
被
災
地
域
へ
の
支
援
活
動
の
実
施
を
決
定
。
日
本
国
内
で
の
支
援
に
初
め
て
着
手
し
た
。

同
年
５
月
か
ら
当
時
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
が
手
薄
だ
っ
た
岩
手
県
大
船
渡
市
に
職
員
を
常
駐
さ
せ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
支
援
活
動
を
開
始
。
11
月
よ
り
活
動
を
大
船
渡
市
に
集
約
し
て

行
い
、
被
災
地
の
方
々
と｢
連
携｣｢

協
働｣

を
図
り
、
継
続
的
な
支
援
で
復
旧
、
復
興
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

45

緊　　急　　期復　　旧　　期

復　　興　　期 復　　興　　期

地
震
発
生
当
日
の
夜
か
ら
、チ
ャ
イ

ル
ド
・
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の

加
盟
国
11
カ
国
か
ら
相
次
い
で
被
災

地
域
の
方
々
へ
の
支
援
の
可
能
性
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
届
き
始
め

た
。ま
た
、国
内
の
支
援
者
か
ら
は
被

災
し
た
方
々
へ
の
支
援
の
た
め
寄
付

が
届
き
始
め
た
。「
W
e 

a
r
e 

w
i
t
h 

y
o
u
!―

あ
な
た
は
一

人
じ
ゃ
な
い
！
」私
た
ち
は
、国
内
外

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
励
ま
し
や
期
待
の

声
に
力
を
得
て
、緊
急
・
復
興
支
援
に

着
手
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
・・・・
2
0
0
1
年
９
月
11
日
に
ア

メ
リ
カ
で
起
き
た
同
時
多
発
テ
ロ
事

件
で
も
、多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
心

の
ケ
ア
を
必
要
と
し
た
。医
療
や
臨

床
心
理
の
専
門
家
だ
け
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
と
い
う
認
識
の
も
と
、子

ど
も
た
ち
と
日
常
的
に
接
す
る
大
人

の
た
め
に
、子
ど
も
の
ケ
ア
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
、配
布
に
協
力
し
た
経

験
を
踏
ま
え
、「
被
災
後
の
子
ど
も
の

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
手
引
き
」を
作
成

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

チ
ャ
イ
ル
ド
・
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
の
ジ
ム
・
エ
マ
ソ
ン
事
務
局
長

は
、海
外
か
ら
の
応
援
を
携
え
て
２

度
に
わ
た
り
大
船
渡
を
訪
問
し
た
。

酪
農
学
園
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

協
働
活
動
は
、海
水
な
ど
で
傷
ん
だ

写
真
の
修
復
作
業
、避
難
所
の
実
態

調
査
や
マ
ッ
プ
作
り
、大
船
渡
教
会
で

の
支
援
物
資
の
配
布
か
ら
始
ま
っ
た
。

被
災
地
で
活
動
す
る
対
人
援
助
の
専

門
家
を
支
え
る
グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
初
の
現
場
は
宮
城

県
石
巻
市
に
設
置
さ
れ
た
福
祉
避
難

所
。避
難
所
が
閉
鎖
さ
れ
る
９
月
末

ま
で
、避
難
所
で
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
方
々
を
支
え
続
け
た
専
門
家

た
ち
の
活
動
を
支
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
５
回
実
施
。

「
被
災
後
の
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
の
手
引
き
」は
、原
本
と
な
っ
た
英

語
版
の
翻
訳
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
手
分
け
し
て
担
い
、絵
本
作

家
の
の
ぶ
み
さ
ん
が
挿
絵
を
提
供
、

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
臨
床
心
理
学
科

の
専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
不
眠
不
休

の
執
筆
・
監
修
を
経
て
震
災
発
生
後

１
ヵ
月
で
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

た
。震
災
で
大
き
な
影
響
を
受
け
た

多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
方
々

の
手
元
へ
一
日
で
も
早
く
届
け
た
い

と
い
う
思
い
が
結
集
し
た
。同
年
10

月
に
は
、英
語
、中
国
語
、ハ
ン
グ
ル
、

フ
ィ
リ
ピ
ノ
語
の
翻
訳
版
も
作
成

復旧期

コ

ラ

ム

被災したJR大船渡駅西側に整備された大船渡市内最大の仮設商店街
｢おおふなと夢商店街｣

津波に流され岸壁から900m近く離れた住宅街に打ち上げられた
タグボート船

被災地へ支援物資搬送
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東日本大震災による岩手県大船渡市の被害状況等 （2013年1月31日現在・大船渡市役所調べ）

■被害状況
　① 人的被害　　死亡者 340 人・行方不明者 80 人
　② 建物被害　　5,534 世帯（全壊 2,787、大規模半壊 430、半壊 717、一部損壊 1,600）
　③ 物的被害　　判明分　約 1,077 億円
■津波到達　　
　大船渡市第１波観測　　14 時 54 分　0.2ｍ （当日気象庁発表）
　大船渡市最大波観測　　15 時 15 分　3.3ｍ （当日気象庁発表）
　　　　　〃　　　　　　15 時 18 分　8.0ｍ以上（3/23 気象庁発表）
　　　　　〃　　　　　　時間不明　11.8ｍ （4/5 気象庁発表）

大船渡市

　震災後間もない2011年4月。緊急支援を開始した国際協力NGOの情報交
換会で 「岩手県はNGOの受け入れがやや遅れ気味」 という情報を得て、調
査のために岩手県社会福祉協議会を訪問した。甚大な被害を受けた沿岸部
の市社協のサポートが急務と聞き、さらに遠野市社協を訪問し、沿岸市社協
への支援状況について協議し、大船渡市へとつながった。
　5月から大船渡市災害ボランティアセンターの活動に参加した。学生ボラン
ティアの受け入れによって継続的な活動体制を確保し、仮設住宅の聞き取り調
査を開始した。調査を通じ、コミュニティ形成の必要性が浮かび上がった。さら
に、子どもたちが学び、遊ぶ機会が著しく損なわれている状況への対応が必要
であることは明らかであった。こころのケアの取り組みの必要性も、早い時期
から指摘されていた。これらの課題解決につながる取り組みのサポートを目指
して、「大船渡市復興支援プログラム」に活動を集約することにした。
　大船渡市は岩手県の太平洋沿岸南部に位置している。 震災前には約
15,000世帯、およそ41,000人が暮らしていたが、大震災により大きな被害を受
けた。
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仮
設
住
宅
団
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

絆
を
育
て
る
。

　

2
0
1
1
年
８
月
13
日
、岩
手
県
大
船

渡
市
大
船
渡
町
地
ノ
森
仮
設
団
地
。入
居

か
ら
３
ヵ
月
が
経
過
し
、顔
な
じ
み
と
な
り

つ
つ
あ
る
住
民
同
士
の
交
流
を
、さ
ら
に
深

め
よ
う
と
企
画
さ
れ
た「
納
涼
祭
」。団
地

の
方
々
と
一
緒
に
制
作
し
た
ベ
ン
チ
に
よ
っ

て
、く
つ
ろ
ぎ
の
場
が
生
ま
れ
た
。

プ
ロ
ジ
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ク
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一
緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

〜
ベ
ン
チ
づ
く
り
か
ら
生
ま
れ
た
交
流
〜

支
援
の
あ
り
か
た

　

大
津
波
襲
来
に
よ
って
、長
年
暮
ら
し
て
い

た
家
屋
が
流
さ
れ
た
方
た
ち
。大
船
渡
市
内

だ
け
で
、ピ
ー
ク
時
に
は
８
０
０
０
人
以
上
が

各
地
の
避
難
施
設
に
身
を
寄
せ
た
。

　

衣
服
や
家
財
道
具
を
失
い
、支
給
さ
れ
る

食
事
は
種
類
が
限
ら
れ
る
。苦
し
い
生
活
が

続
く
中
、全
国
か
ら
駆
け
つ
け
る
炊
き
出
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
物
資
支
援
を
届
け
る
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
た
。

　

見
ず
知
ら
ず
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
援
団

体
か
ら
、思
い
が
込
め
ら
れ
た
物
資
や
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
取
る
方
々
。し
か
し
、ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
も
の
で
な
け
れ
ば
、逆
に
混
乱
を
招
く
こ

と
も
あ
る
。

　

被
災
地
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
、日
々
変
化
を

続
け
る
。各
地
に
仮
設
団
地
の
形
成
が
進
ん

だ
２
０
１
１
年
６
月
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
の
船
戸
は
現
地
の
方
々
が
何
を
必
要
と

し
て
い
る
の
か
、調
査
を
重
ね
て
い
た
。

語
り
合
う
場
所

　

何
気
な
い
会
話
か
ら
始
ま
る
人
の
つ
な
が

り
。地
域
で
培
わ
れ
て
き
た
こ
の
つ
な
が
り

は
、震
災
で
打
撃
を
受
け
、同
じ
団
地
に
住
む

人
を
知
ら
な
い
と
い
う
方
々
が
増
え
て
い
た
。

　

仮
設
住
宅
は
、避
難
所
と
は
異
な
り
、プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
あ
る
程
度
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、逆
に
団
地
に
住
む
方
々
が
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
を
ど
う
つ
く
る
か
。交
流
の
場
確

保
な
ど
、見
え
始
め
て
い
る
課
題
も
あ
っ
た
。

　

一
つ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
上
が
っ
た
の
は

各
通
路
に
誰
も
が
気
軽
に
腰
を
落
ち
着
か

せ
る
こ
と
の
で
き
る
ベン
チ
。２
、３
人
が
座
れ

る
単
純
な
構
造
で
、持
ち
運
び
も
で
き
る
も

の
が
必
要
だ
っ
た
。広
く
呼
び
か
け
れ
ば
、

「
支
援
」と
し
て
、完
成
品
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、ス
タ
ッ

フ
は
団
地
の
方
々
に
、こ
う
声
を
か
け
た
。

　
「
一緒
に
、つ
く
り
ま
せ
ん
か
」。

　

84
戸
の
仮
設
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
三
陸

町
越
喜
来（
お
き
ら
い
）の
杉
下
仮
設
団
地
。

夏
休
み
に
入
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、ス
タ
ッ
フ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て一
緒
に
作
業
を
進
め

た
青
山
学
院
大
生
の
輪
に
、加
わ
って
く
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
ベン
チ
づ
く
り
は
、そ
の

後
各
地
に
広
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。

作
業
を
経
た
変
化

　

必
要
な
も
の
を
み
ん
な
で
つ
く
る
。だ
が
最

初
は
、良
い
反
応
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。

　
「
俺
は
や
ら
な
い
。ほ
っ
と
い
て
く
れ
」。

　

あ
る
男
性
に
は
、不
機
嫌
そ
う
な
表
情
で

断
ら
れ
た
。

　

作
業
開
始
後
40
分
、現
場
に
姿
を
見
せ
た

の
は
、こ
の
男
性
だ
っ
た
。し
ば
ら
く
、ベン
チ
づ

く
り
作
業
を
眺
め
て
い
た
後
、こ
う
言
っ
た
。

　
「
も
っ
と
、こ
う
す
れ
ば
いい
ん
だ
」。

　

男
性
は
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
金
槌
を
取

り
上
げ
、組
み
立
て
を
指
示
し
始
め
た
。釘

を
打
ち
込
む
ご
と
に
、作
業
を
共
に
す
る
人

と
の
間
に
笑
い
が
生
ま
れ
た
。誰
で
も
最
初

は
作
業
の
輪
に
入
り
に
く
い
。

　

作
業
を
終
え
、男
性
は〝
お
茶
の
み
〞に
も

加
わ
っ
た
。明
ら
か
に
、作
業
前
と
は
表
情
が

変
わ
って
い
た
。

　

被
災
後
、も
の
づ
く
り
の
機
会
か
ら
も
離

れ
て
い
た
。ベン
チ
に
は
思
い
思
い
の
色
が
塗
ら

れ
、仮
設
団
地
に
は
彩
り
が
増
し
た
。

　

団
地
に
人
々
の
思
い
が
集
い
、少
し
ず
つ
形

が
見
え
始
め
て
い
た「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」。チ
ャ
イ

ル
ド・フ
ァ
ン
ド・ジ
ャ
パン
や
青
山
学
院
大
学
、

酪
農
学
園
大
学
の
両
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

盆
踊
り
大
会
の
開
催
支
援
に
加
わ
っ
た
。

　

同
じ
く
一緒
に
ベン
チ
を
整
備
し
た
大
船
渡

町
の
地
ノ
森
仮
設
団
地（
72
戸
）。ベ
ン
チ
を

駐
車
場
に
並
べ「
納
涼
祭
」が
開
か
れ
た
。

　

団
地
に
暮
ら
す
方
々
と
と
も
に
飾
り
付
け
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納涼盆踊り大会のために並べられたベンチの数々。

ペンキ塗りは女性たちの得意分野。花柄も加えてひとつだけのオリジナルベンチに。



こんな効果がありました。
～2011年夏、地ノ森仮設団地～

た
屋
台
や
テ
ン
ト
が
並
び
、焼
き
そ
ば
や
焼

き
鳥
な
ど
を
提
供
。津
軽
三
味
線
の
演
奏
や

『
大
船
渡
音
頭
』に
合
わ
せ
た
盆
踊
り
も
行

わ
れ
た
。「
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」な
ど
、子
ど

も
た
ち
向
け
の
企
画
も
多
く
、会
場
に
は
終

始
笑
い
声
や
歓
声
が
響
き
渡
っ
た
。

　

お
盆
行
事
は
、亡
く
な
っ
た
方
々
の
供
養
と

し
て
、地
域
で
毎
年
脈
々
と
続
け
ら
れ
て
き

た
。単
に「
開
催
」し
た
だ
け
で
な
く
、地
域

に
よ
って
は
、震
災
に
よ
って
途
絶
え
か
け
て
い

た「
伝
統
」の
継
続
に
も
な
っ
た
。

　

杉
下
仮
設
団
地
で
は
８
月
14
日
に
第
１
回

納
涼
盆
踊
り
大
会
が
開
催
さ
れ
、輪
踊
り
や

屋
台
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深

め
た
。盆
踊
り
大
会
は
、仮
設
入
居
者
同
士

の
顔
合
わ
せ
会
も
兼
ね
た
も
の
で
、同
仮
設

団
地
の「
あ
そ
ー
と
48
」（
自
治
会
青
年
企
画

部
）が
地
道
に
準
備
を
進
め
た
。

　

私
た
ち
は
、学
校
法
人
青
山
学
院
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ら
の
協
力
を
得
て
、会
場
設
営
、当

日
の
イ
ベン
ト
準
備
は
も
ち
ろ
ん
、企
画
段
階

か
ら
自
治
会
と
祭
り
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

　

た
だ
し
、祭
り
の
開
催
自
体
が
私
た
ち
の

目
的
と
な
ら
な
い
よ
う
気
を
配
っ
た
。目
的
は

人
の
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
こ
と
。そ
し
て
、

私
た
ち
は
そ
の
機
会
づ
く
り
が
で
き
る
に
過

ぎ
な
い
。ベン
チ
は
あ
え
て
電
動
工
具
を
使
わ

ず
に
つ
く
っ
た
。作
業
時
間
が
短
縮
さ
れ
、機

械
音
で
会
話
の
機
会
が
減
る
か
ら
だ
っ
た
。祭

り
で
は
人
気
の
テ
ン
ト
を
奥
に
配
置
し
、帰
り

際
に
人
が
出
会
え
る
よ
う
に
ベ
ン
チ
を
置
い

14：47

15：14 15：24 15：27

15：31 15：32 15：34

15：05

男性Ａ「なんと、きょうもぬぐい（暑い）ごと」
男性Ｂ「んだ、んだ」

男性Ｄ「ば、皆さんお揃いで楽しそうに
何の話しでだのす？」

男性Ｃ「ありゃ、元気でだが？」
男性Ａ「なんと久しぶりだごと。
自転車に乗ってどごに行ってきたのす？」

女性Ａ「あんだぁ、オラも
はめて（入れて）けらい」

男性Ａ「…なんと、やかましく
（うるさく）なってきたこと」
男性Ｂ「んだ、んだ」
男性Ａ「あっちのベンチさいぐが」

女性Ｂ「いいどこさ、いだごど。
ちょっと教えてほしいことあるのす」

男性Ｅ「なんとよくしゃべるごど…」

※推測される会話を地元の方言・気仙語で表現してみました。

女性Ｂ「立って話しかだりしないで、
まずすわらい（座りましょう）」

女性たち「このベンチがあって、
あっだけ（とても）助かってるのす！」

た
。祭
り
や
ベン
チ
は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
形
成
の
た

め
の「
道
具
」な
の
だ
。　

　
ベン
チ
に
よ
って
、会
話
が
増
え
る
。団
地
内

で
イ
ベン
ト
が
開
催
で
き
る
。そ
し
て
、人
の
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
る
。２
年
間
で
手
づ
く
り

し
た
ベン
チ
は
約
３
０
０
脚
。各
地
で
蒔
い
た

ベ
ン
チ
づ
く
り
と
い
う〝
種
〞が
利
用
す
る

方
々
に
よ
って
育
て
ら
れ
、助
け
合
い
の
あ
る
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
と
し
て
花
咲
く
こ
と
を
願
う
。

波
及
す
る
制
作
効
果

　
ベン
チ
づ
く
り
の
効
果
は
、仮
設
団
地
に
暮

ら
す
人
々
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。制
作
を
と
も

に
行
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
学
生
に
も
、か

げ
が
え
の
な
い
大
き
な
財
産
が
生
ま
れ
た
。

　
「
例
え
ば
、ベン
チ
の
作
り
方
を
知
ら
な
く

て
も
い
い
。知
ら
な
け
れ
ば
、団
地
の
方
々
に

聞
く
。私
た
ち
が
聞
き
回
る
こ
と
で
、地
域
全

体
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
充
実
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
る
」。

　

「
一
方
通
行
で
は
な
く
、心
の
こ
も
っ
た
相

互
通
行
に
よ
る『
対
等
』が
、最
終
的
に
被
災

さ
れ
た
方
々
が
自
分
の
力
で
立
ち
上
が
る
こ

と
が
で
き
る
状
態
へ
繋
が
る
の
だ
と
思
い
ま

す
」。

　

毎
日
行
っ
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
中
で
、学
生

た
ち
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
言
葉
。仮
設
住
宅
で

の
活
動
経
験
を
通
し
て
、支
援
の
あ
る
べ
き

姿
の
一
つ
を
見
出
し
て
い
た
。

東日本大震災から初めての夏。とくに７月は、うだるような暑さが続いた。プレハブ型の仮
設住宅はエアコンがなければすぐに室温が上昇する。だが浜風が入る大船渡は、屋外に出
れば涼しさを感じることができる。各通りに置かれたベンチは、涼とにぎわいをもたらした。
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畑づくりから見えたもの。
～長洞仮設団地での取り組み～

。 ３
０
８
戸
の
仮
設
団
地

　

大
船
渡
市
に
は
県
内
最
大
の
仮
設
団
地

が
形
成
さ
れ
た
。猪
川（
い
か
わ
）町
の
高
台

に
広
が
る
長
洞（
な
が
ほ
ら
）仮
設
団
地
は
、

プ
レ
ハ
ブ
長
屋
型
で
３
０
８
戸
分
が
整
備
さ

れ
た
。

　

猪
川
町
は
、津
波
浸
水
を
免
れ
た
内
陸
部

に
位
置
す
る
。仮
設
住
宅
は「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の

維
持
」と
い
う
考
え
方
か
ら
、な
る
べ
く
被
災

し
た
地
区
内
で
建
設
さ
れ
た
団
地
に
入
居
で

き
る
よ
う
調
整
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、リ
ア
ス
式
海
岸
で
あ
る
岩
手
沿

岸
は
も
と
も
と
、平
地
が
少
な
い
。長
洞
は
沿

岸
各
地
区
か
ら
被
災
者
が
集
ま
り
、〝
一
大
〞

住
宅
地
と
な
っ
た
。そ
の
中
で
、ゼ
ロ
か
ら
絆

を
深
め
て
信
頼
関
係
に
溢
れ
る
地
域
社
会
を

形
成
し
、直
面
す
る
課
題
と
ど
う
向
き
合
う

か
。住
宅
再
建
ま
で
に
は
長
期
化
が
見
込
ま

れ
る
中
、当
面
の
暮
ら
し
や
す
さ
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、住
む
方
々
に
よ
る
行
動
力
も

必
要
だ
っ
た
。

ル
ー
ツ
は「
食
事
会
」

　

自
発
的
な
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
形
成
に
は
団
地
の

方
々
が「
支
援
さ
れ
る
」と
い
う
関
係
だ
け
で

は
い
け
な
い
。私
た
ち
は
活
動
の
早
い
段
階
か

ら
、こ
の
視
点
を
大
切
に
し
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、長
洞
な
ど
で
開
催
し
て
き
た
の
が

「
は
ま
っぺ
し（
気
仙
語
で『
入
り
ま
し
ょ
う
』

の
意
）持
ち
寄
り
食
事
会
」。支
援
者
が
食
事

を
用
意
す
る
の
で
は
な
く
、参
加
者
が
各
住

宅
で
調
理
し
た
野
菜
炒
め
な
ど
、一品
と
と
も

に
集
会
所
に
集
ま
り
、そ
れ
ぞ
れ
の「
家
庭
の

味
」を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
合
っ
た
。

　

し
か
し
、食
事
会
だ
け
で
は
交
流
が「
点
」

で
終
わ
り
が
ち
に
な
る
。よ
り
継
続
的
、主
体

的
に
取
り
組
む
環
境
は
な
い
か
。ア
イ
デ
ア

と
し
て
生
ま
れ
た
の
は
、畑
づ
く
り
。団
地
に

住
む
方
々
の
多
く
も
、震
災
前
は
各
家
庭
に

あ
っ
た
畑
で
手
を
動
か
し
て
い
た
。震
災
か
ら

一年
近
く「
育
て
る
」環
境
か
ら
遠
ざ
か
って
い

た
。

　

私
た
ち
は
、農
作
業
の
場
所
確
保
に
向
け
、

関
係
機
関
と
調
整
。道
具
を
調
達
し
、畑
づ

く
り
と
い
う〝
種
〞を
ま
き
、新
た
な
取
り
組

み
が
始
ま
っ
た
。畑
の
名
は「
友
結（
ゆ
う
ゆ

う
）フ
ァ
ー
ム
」。参
加
し
た
方
々
が
友
と
友
を

結
ぶ
場
と
な
る
よ
う
に
、と
の
願
い
を
込
め
て

名
付
け
た
。

幅
広
い
世
代
が
集
う

　

土
づ
く
り
、草
む
し
り
、畝
づ
く
り…

。収

穫
ま
で
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を
重
ね
る
。

個
人
区
画
で
は
な
く「
み
ん
な
の
畑
」で
あ

り
、一
人
で
畑
に
向
か
う
わ
け
で
も
な
い
。手

は
土
で
汚
れ
、腰
に
は
疲
れ
が
た
ま
る
。そ
れ

で
も
、作
業
を
終
え
て
道
具
を
運
び
な
が
ら

「
支
援
す
る
・
さ
れ
る
関
係
」

か
ら
の〝
脱
皮
へ
〞
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「
私
た
ち
が
主
役
」さ
ら
に
生
活
を
良
く
す
る
た
め
に
。

仮
設
団
地
に
戻
る
表
情
は
、笑
顔
に
溢
れ
て

い
た
。時
に
作
業
す
る
脇
で
子
ど
も
た
ち
が

遊
び
、散
歩
に
来
た
人
と
言
葉
を
交
わ
す
。

畑
は
幅
広
い
世
代
が
集
う
場
と
な
っ
た
。

　
ニン
ジ
ン
や
ダ
イ
コ
ン
な
ど
、自
ら
で
育
て
た

野
菜
た
ち
。一
部
の
野
菜
は
メ
ン
バ
ー
が
団
地

内
で
売
り
歩
い
た
。売
り
上
げ
は
次
年
度
の

種
代
と
な
る
。各
戸
を
回
る
う
ち
に
お
得
意

様
も
で
き
た
。人
々
の
絆
を
、強
く
、大
き
く
、

育
て
る
流
れ
に
つ
な
が
っ
た
。

「
頼
り
に
な
ら
な
い
」

　

私
た
ち
も
、一
緒
に
汗
を
流
す
作
業
に
は
、

充
実
感
が
あ
っ
た
。も
っ
と
充
実
し
た
活
動

に
、も
っ
と
楽
し
め
る
環
境
を
と
、自
然
と
積

極
的
に
動
い
て
い
た
。

　

仮
設
住
宅
暮
ら
し
か
ら
１
年
を
迎
え
た
２

０
１
２
年
６
月
、畑
に
通
う
人
々
と
の
何
気
な

い
会
話
。酔
い
が
回
って
い
た
男
性
に
、笑
顔
で

声
を
か
け
ら
れ
た
。

　
「
フ
ァ
ー
ム
は
、あ
な
た
が
い
な
か
っ
た
ら
で

き
な
い
。頑
張
っ
て
い
る
あ
な
た
の
た
め
に
や

ろ
う
と
思
って
来
て
い
る
」。

　

も
ち
ろ
ん
、悪
気
の
あ
る
言
葉
で
は
な
か
っ

た
。し
か
し
、船
戸
は
愕
然
と
し
た
。「
我
々
が

中
心
に
な
って
い
る
」。こ
れ
で
は
い
け
な
い
。

　
「
友
結
フ
ァ
ー
ム
委
員
会
」と
い
う
参
加
メ

ン
バ
ー
の
自
主
運
営
組
織
を
立
ち
上
げ
た
も

の
の
、振
り
返
れ
ば
、畑
作
業
に
関
す
る
連
絡

や
調
整
は
、ス
タ
ッフ
が
担
う
よ
う
に
な
って
い

た
。ど
こ
か
に
、メ
ン
バ
ー
の
人
々
が
私
た
ち
か

ら
の「
指
示
待
ち
」に
な
る
環
境
が
で
き
つつ

あ
っ
た
。以
後
少
し
ず
つ
、運
営
を
任
せ
る
よ

う
に
、役
割
の
見
直
し
を
進
め
た
。

　

同
じ
年
の
９
月
。畑
に
は
、作
業
の
合
間
に

ひ
と
息
つ
く
こ
と
が
で
き
る「
東
家（
あ
ず
ま

や
）」建
築
が
進
ん
で
い
た
。船
戸
は
数
日
お

き
に
顔
を
出
し
て
い
た
。あ
る
日
、毎
日
作
業

を
続
け
る
男
性
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。

　
「
ま
た
来
た
か
。お
前
が
来
て
も
、頼
り
に

な
ら
な
い
か
ら
な
」。

　

畑
や
東
屋
が
彼
ら
の
も
の
と
な
っ
た
か
ら

こ
そ
放
た
れ
る
言
葉
だ
っ
た
。こ
れ
が
目
指
し

て
い
た
環
境
だ
っ
た
。

復
興
の
主
役

　

８
０
０
人
以
上
が
暮
ら
す
長
洞
仮
設
団

地
。日
々
を
過
ご
す
中
で
、ニ
ー
ズ
も
多
様
化

す
る
。各
支
援
団
体
か
ら
も
、協
働
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
受

け
る
。暮
ら
す
人
々
自
身
が
何
が
必
要
か
を

判
断
し
、ど
う
行
動
す
る
か
を
決
断
す
る
仕

組
み
づ
く
り
の
必
要
性
も
高
ま
って
い
た
。

　

２
０
１
２
年
３
月
、長
洞
に
も
自
治
会
組

織
が
設
立
さ
れ
た
。私
た
ち
は
８
月
に
こ
の

自
治
会
と
協
力
し
て
夏
祭
り
を
開
催
。当
日

は
友
結
フ
ァ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
も
収
穫
し
た
ジ

ャ
ガ
イ
モ
を
調
理
、販
売
し
た
。同
年
10
月
に

は
、自
治
会
役
員
と
間
取
り
の
検
討
を
重
ね

た
公
民
館
を
建
設・寄
贈
し
た
。

　

60
人
収
容
の
大
広
間
や
大
き
な
台
所
を

備
え
た
公
民
館
に
よ
って
、住
民
主
体
に
よ
る

趣
味
や
文
化
活
動
の
可
能
性
が
広
が
っ
た
。

ま
た
、駐
車
場
や
施
設
利
用
な
ど
、お
互
い
が

快
適
に
暮
ら
す
た
め
の
ル
ー
ル
を
決
め
る
場

に
も
な
る
。「
仮
設
で
あ
っ
て
も
自
分
た
ち
の

生
活
は
自
分
た
ち
で
良
く
す
る
」。私
た
ち

が
最
も
大
切
に
し
た
こ
の
姿
勢
は
、大
船
渡

に
住
む
方
々
が
主
役
と
な
っ
た
復
興
への
第
一

歩
だ
。
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東
日
本
大
震
災
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
も

「
当
た
り
前
」だ
っ
た
も
の
を
、こ
と
ご
と
く

奪
っ
た
。校
舎
、大
切
な
仲
間
と
の
時
間
。恒

例
行
事
や
、子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
づ
く
り

も
、被
災
地
で
は
手
が
回
る
状
態
で
は
な

か
っ
た
。子
ど
も
た
ち
の
生
活
充
実
を
目
指

し
た
活
動
を
進
め
た
。
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子
ど
も
の
生
活
充
実

未
来
の
た
め
に
。



地域に根ざした団体を支える
～読書ボランティアとの協働～

終
わ
り
を
見
据
え
て

　

期
間
限
定
で
活
動
す
る
私
た
ち
は
、そ
の

終
了
後
を
見
据
え
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

る
。そ
の
意
味
で
地
域
へ
の
働
き
か
け
を
行

う
地
元
団
体・組
織
と
の
協
働
は
重
要
だ
っ

た
。地
域
の
文
化
、地
縁
と
いっ
た
私
た
ち
が

得
意
と
し
な
い
部
分
で
活
躍
し
な
が
ら
、５

年
、10
年
と
い
う
長
期
的
な
視
点
か
ら
活
動

で
き
る
か
ら
だ
。

　

協
働
し
た
い
く
つ
か
の
地
元
団
体
の
一つ

「
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
こ
ろ
り
ん
」

は
２
０
０
３
年
に
発
足
。大
船
渡
市
内
の
23

歳
か
ら
80
歳
ま
で
の
女
性
27
人
で
、子
ど
も

た
ち
に
読
書
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
社
会
教
育

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

最
初
の
出
会
い
は
２
０
１
１
年
６
月
。永
沢

仮
設
団
地（
大
船
渡
中
学
校
）で
聞
き
取
り

調
査
を
行
って
い
た
船
戸
は
、絵
本
を
運
び
込

ん
で
い
た
江
刺
代
表
を
紹
介
さ
れ
た
。避
難

所
で
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
、と
い
う
言
葉

か
ら
は
、明
確
な
目
的
意
識
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

あ
ふ
れ
て
い
た
。地
元
団
体
と
し
て
震
災
直

後
か
ら
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心
を
動
か

さ
れ
、強
い
印
象
を
受
け
た
。

　
「
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
ご一緒

し
ま
し
ょ
う
」と
約
束
し
た
。

　

約
束
が
実
現
し
た
の
は
半
年
以
上
が
経

過
し
た
２
０
１
２
年
１
月
だ
っ
た
。岩
手
県
で

公
募
の
あ
っ
た「
新
し
い
公
共
の
場
づ
く
り
モ

デ
ル
事
業
」の
震
災
関
連
案
件（
助
成
金
）へ

の
応
募
を
検
討
し
て
い
た
江
刺
代
表
か
ら
連

絡
が
あ
っ
た
。集
会
施
設
が
被
災
し
、文
化・

生
涯
学
習
活
動
の
場
が
奪
わ
れ
、高
齢
者
や

仮
設
団
地
で
生
活
す
る
人
々
が
引
き
こ
も
り

が
ち
に
な
る
傾
向
を
気
に
か
け
て
い
た
。新
た

な
取
り
組
み
への
模
索
。お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

が
主
導
す
る
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
形
で
協

働
が
始
ま
っ
た
。

や
っ
て
み
っ
ぺ
し

　

膝
を
突
き
合
わ
せ
て
事
業
を
練
り
上
げ

る
日
々
が
続
い
た
。県
の
採
択
を
勝
ち
取
っ
た

事
業
の
名
前
は「
や
っ
て
み
っぺ
し
読
み
聞
か

せ
」。「
や
って
み
っぺ
し
」と
は
気
仙
語（
地
元

の
方
言
）で「
や
っ
て
み
よ
う
よ
」の
意
味
だ
。

仮
設
団
地
を
中
心
に
市
内
全
域
を
回
り
、子

ど
も
向
け
に
読
み
聞
か
せ
を
実
践
す
る
大

人
た
ち
を
増
や
す
。読
書
の
楽
し
さ
を
伝

え
、仮
設
住
宅
に
住
む
大
人
た
ち
の「
生
き

が
い
」や「
つ
な
が
り
」発
見
を
も
目
的
と
し

た
事
業
だ
。

　

対
象
者
、目
的
、事
業
名
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ

の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
絡
み
合
う
よ
う
に
し
て
作

り
上
げ
ら
れ
た
こ
の
事
業
に
は
、お
は
な
し
こ

ろ
り
ん
が
日
頃
か
ら
提
携
し
て
い
た
市
立
図

書
館
も
加
え
ら
れ
た
。ま
た
、私
た
ち
が
連

携
し
て
い
た
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
も
そ
の

輪
を
広
げ
て
、７
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
。絵
本

の
紹
介
や
朗
読
、紙
芝
居
、エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ

ー
、さ
ら
に
は
軍
手
人
形
に
よ
る
人
形
劇
や

手
話
な
ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
だ
っ
た
。

　

講
座
を
担
っ
た
江
刺
代
表
や
お
は
な
し
こ

ろ
り
ん
ス
タ
ッフ
の
読
み
聞
か
せ
技
術
は
本
物

だ
っ
た
。子
ど
も
向
け
、と
分
か
って
い
て
も
自

然
と
物
語
に
引
き
込
ま
れ
た
。地
域
に
伝
わ

る
昔
話
が
紙
芝
居
と
し
て
気
仙
語
で
語
ら

れ
、会
場
は一体
感
と
温
か
さ
に
包
ま
れ
た
。

　

事
業
を
通
じ
た
大
人
の
参
加
者
は
予
想

を
超
え
る
８
９
８
人
。中
で
も
３
回
の
講
座

に
出
席
し
、読
み
聞
か
せ
の
実
践
を
行
っ
た
参

加
者
に
は
修
了
証
書
と
独
自
に
製
作
し
た

読
み
聞
か
せ
の
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
を
贈
呈
し

た
。物
語
を
聞
い
た
子
ど
も
た
ち
は
合
計
２

０
６
人
に
上
る
。

　

参
加
者
か
ら
は「
帰
っ
た
ら
孫
に
読
み
聞

か
せ
を
や
っ
て
み
る
」「
読
み
聞
か
せ
が
こ
ん

な
に
楽
し
い
と
は
」な
ど
の
声
が
聞
こ
え
、関

係
者
に
笑
顔
が
広
が
っ
た
。

ひ
と
つ
の
チ
ー
ム

　

協
働
団
体
と
し
て
最
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
っ
た
２
０
１
３
年
２
月
。明
確
な
役
割
分

担
の
も
と
に
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
て
い
た
こ

と
を
振
り
返
っ
た
。そ
れ
ぞ
れ
所
属
す
る
団

体
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
で
は
な
く
、こ
の
事
業

を
実
施
し
た
ひ
と
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
の
意
見

交
換
だ
っ
た
。お
は
な
し
こ
ろ
り
ん
は
来
年
度

に
向
け
て
、同
様
の
事
業
を
行
う
た
め
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。遠
く
離
れ
て
も
私
た
ち
の

思
い
は
つ
な
が
って
い
る
。

　
他
団
体
と
共
同
で
活
動
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、最
初
は

不
安
で
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、チ
ャ
イ
ル
ド
・
フ
ァ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
は
壁

を
つ
く
ら
な
い
人
柄
で
、相
談
し
や
す
か
っ
た
で
す
ね
。

　
正
直
、彼
ら
に
は
最
初
は
少
し
頼
り
な
い
印
象
も
あ
り
ま
し
た

が
、私
た
ち
で
は
浮
か
ば
な
い
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
、今
で
は
強

い
仲
閒
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。今
後
は
、地
域
の
人
々
が
地
域
の

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
促
進
す
る
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
は
強
い
仲
間
意
識

江
刺
由
紀
子
代
表

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア  

お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

プロジェクト　Ⅱ17 プロジェクト　Ⅱ 16



「
野
球
が
で
き
る
」喜
び
を
将
来
に
も

〜
沿
岸
南
部
杯
少
年
野
球
大
会
へ
の
思
い
〜

好試合相次いだ第８回大会

将
来
を
見
据
え
て

　

外
に
立
ち
続
け
て
い
る
と
、浜
風
に
冷
た

さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
2
0
1
2
年
10

月
下
旬
。大
船
渡
市
内
外
を
会
場
に
、第
８

回
沿
岸
南
部
杯
少
年
野
球
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

本
年
度
も
岩
手
県
沿
岸
各
地
や
内
陸
部

か
ら
31
チ
ー
ム
が
参
加
。３
日
間
に
わ
た
り
、

子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
練
習
成
果
を
発

揮
し
、は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
が
相
次
い
だ
。

　

現
在
は
学
童
野
球
の
１
年
を
締
め
く
く
る

大
会
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
、か
つ
て
多
く

の
大
会
は
、子
ど
も
た
ち
が
最
も
成
長
す
る

と
さ
れ
る
６
年
生
の
夏
前
に
終
わ
っ
て
い
た
。

伸
び
盛
り
の
子
ど
も
た
ち
を
競
わ
せ
、こ
れ

ま
で
ベン
チ
を
温
め
て
き
た
選
手
に
も
プ
レ
ー

機
会
を
｜
と
い
う
保
護
者
た
ち
の
願
い
か

ら
、手
づ
く
り
の
大
会
が
始
ま
っ
た
。

　

第
６
回
大
会
の
２
０
１
０
年
ま
で
は
、大
船

渡
市
三
陸
町
越
喜
来
の
山
村
広
場
な
ど
を

会
場
と
し
て
主
に
同
地
区
に
住
む
保
護
者
ら

で
組
織
さ
れ
た
大
会
実
行
委
員
会
が
開
催

を
続
け
て
き
た
。し
か
し
、震
災
以
降
、会
場

に
は
仮
設
住
宅
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、三
陸

沿
岸
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
は一変
し
た
。

　

第
７
回
大
会
は
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が

「
大
会
を
や
り
た
い
」と
い
う
子
ど
も
た
ち
の

声
に
背
中
を
押
さ
れ
た
実
行
委
員
と
保
護

者
た
ち
。試
合
が
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
確

保
し
、開
催
に
こ
ぎ
着
け
た
。私
た
ち
も
賞

品
提
供
な
ど
で
協
力
し
た
。

　

当
時
は
、震
災
発
生
か
ら
１
年
も
経
過
し

て
お
ら
ず
、ま
だ
将
来
的
な
展
望
を
考
え
る

こ
と
は
難
し
か
っ
た
時
期
。こ
う
し
た
中
で

も
、森
正
喜
実
行
委
員
長
か
ら
、第
８
回
大

会
に
対
す
る
支
援
要
請
を
受
け
た
。

　

野
球
を
愛
す
る
子
ど
も
た
ち
、保
護
者
、

そ
し
て
三
陸
沿
岸
の
将
来
に
と
って
、本
当
に

役
立
つ
支
援
と
は
何
か
。見
出
し
た一つ
の
方

向
性
は「
第
10
回
ま
で
の
開
催
を
視
野
に
入

れ
た
運
営
体
制
づ
く
り
」だ
っ
た
。

　

実
行
委
員
と
の
話
し
合
い
を
重
ね
、私
た

ち
は
継
続
的
な
開
催
に
必
要
な
備
品
と
大

会
運
営
費
を
提
供
し
た
。参
加
チ
ー
ム
は
、社

会
貢
献
活
動
を
行
う
こ
と
を
条
件
に
、参
加

料
の
半
額
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
８
回
大
会
は
、参
加
全
チ
ー
ム
が
ご
み

拾
い
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
を
展
開
。子
ど

も
た
ち
は
プ
レ
ー
で
き
る
喜
び
を
感
じ
る
だ

け
で
な
く
、「
地
域
に
支
え
ら
れ
て
い
る
」こ
と

を
実
感
し
、そ
し
て
自
分
た
ち
も「
地
域
に

貢
献
す
る
」と
い
う
意
識
を
高
め
た
。

　

今
大
会
で
得
た
参
加
料
は
、９・10
回
大
会

の
運
営
費
と
な
る
。し
か
し
、大
会
を
開
催

す
れ
ば
、ど
う
し
て
も
地
元
ス
ポ
少
の
保
護

者
負
担
は
大
き
く
な
る
。現
段
階
で
は
、11

回
大
会
以
降
の
あ
り
方
に
、確
固
た
る
道
筋

は
見
え
て
い
な
い
。

　

た
だ
、グ
ラ
ウ
ン
ド
上
で
の
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
は
、「
ま
た
来
年
も
」と
い
う
思
い
を
関

係
者
に
抱
か
せ
る
。大
会
が
自
立
し
て
い
く

た
め
に
、開
催
を「
点
」か
ら「
線
」に
し
て
い

く
た
め
に
、地
域
の
大
人
た
ち
は
将
来
を
見

据
え
て
い
る
。

大会は７イニング制によるトーナメント方式で、３日間にわ

たり熱戦が展開された。準決勝はいずれも１点差ゲーム。

白熱した好試合が相次いだ。決勝に駒を進めたのは、準決

勝で３度の優勝を誇る強豪チームを撃破した初出場の伊

手スポ少（奥州市）と、大船渡野球スポ少。大船渡は３回に

２点を先制されるものの、６回に４点を挙げて逆転勝利を

収めた。

閉会式では、プロ野球選手から贈られたサインボール、色

紙が出場選手たちに贈られた。

▽準決勝　

伊　　手２─１末　　崎

大船渡　４─３赤　　崎

　▽決勝戦

伊　手００２００００｜２

大船渡０００００４×｜４
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〜
卒
業
ア
ル
バ
ム
制
作
費
を
支
援
〜

　

震
災
後
、激
動
の
日
々
を
過
ご
し
続
け
た

子
ど
も
た
ち
。学
習
机
が
あ
る
家
屋
を
失
い
、

ラ
ン
ド
セ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
学
用
品
が
流

さ
れ
た
児
童
だ
け
で
な
く
、浸
水
を
免
れ
た

地
区
で
も
、学
校
活
動
再
開
ま
で
は
長
時
間

を
要
し
た
。

　

行
政
側
は
、公
的
支
援
の一つ
で
あ
る
被
災

児
童
生
徒
就
学
援
助
事
業
で
、被
災
後
金
銭

面
で
不
安
を
抱
え
る
世
帯
を
支
援
。し
か

し
、卒
業
後
も
思
い
出
を
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
る
ア
ル
バ
ム
制
作
費
用
は
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　

各
小
中
学
校
への
有
効
な
支
援
を
模
索
し

て
い
た
私
た
ち
は
大
船
渡
市
立
猪
川（
い
か

わ
）小
学
校
の
鈴
木
一
司
校
長
を
訪
ね
た
。

「
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
ペ
ー
ジ
数
を
減
ら
し
て
、安

く
し
よ
う
と
思
って
い
る
」。鈴
木
校
長
が
事

務
局
を
担
う
市
小
中
学
校
長
会
は
、保
護
者

側
に
よ
る
制
作
時
の
費
用
負
担
を
懸
念
し
て

い
た
。

　

私
た
ち
は
市
内
小
中
学
校
22
校
に
在
籍

し
、卒
業
を
控
え
た
小
学
６
年
生
と
中
学
３

年
生
合
わ
せ
て
８
０
０
人
余
り
に
対
し
て
、一

人
５
０
０
０
円
を
支
援
。子
ど
も
た
ち
に
は
、

例
年
通
り
の
ア
ル
バム
が
届
け
ら
れ
た
。

　

卒
業
式
を
間
近
に
迎
え
た
２
０
１
２
年
３

月
15
日
、猪
川
小
学
校
の
６
年
生
55
人
に
は
、

事
務
局
長
の
小
林
か
ら
完
成
し
た
ア
ル
バ
ム

が
手
渡
さ
れ
た
。同
校
校
庭
に
は
仮
設
住
宅

が
建
ち
並
ぶ
。保
護
者
の
勤
務
先
の
多
く
は
、

被
災
に
よ
る
取
引
先
減
が
業
績
に
響
い
て
い

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
受
け
取
って
す
ぐ
に
ア
ル
バ

ム
を
開
き
、友
達
同
士
で
笑
い
合
い
な
が
ら
歓

声
を
響
か
せ
た
。小
林
は「
ア
ル
バ
ム
と
、そ
こ

に
あ
る
思
い
出
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
」と
呼
び
か
け
た
。

　

６
年
間
を
と
も
に
過
ご
し
た
絆
。ア
ル
バ
ム

が
あ
れ
ば
、大
人
に
な
っ
て
も
、小
学
生
時
代

に
戻
り
、笑
顔
で
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
支
援
を
進
め
る
中
で
、最
も
多
く
尋

ね
ら
れ
た
の
は
、次
年
度
に
も
同
様
の
支
援

を
行
う
か
だ
っ
た
。学
校
側
と
し
て
は
不
確

実
な
支
援
を
あ
て
に
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
。私
た
ち
は
こ
の
時
、2
0
1
3
年
度
に
も

同
様
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
約
束
し
、同
時

に
同
年
度
を
も
っ
て
活
動
を
終
了
す
る
こ
と

を
伝
え
た
。

思
い
出
を
大
切
に
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子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
と

グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク　

近
隣
に
は
被
災
の
爪
痕
が
残
る
中
、元

気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
を
輝

か
せ
、生
活
を
続
け
て
い
る
。仲
良
く
暮
ら

し
、笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
は
、周
囲

の
大
人
た
ち
に
対
す
る
ケ
ア
の
あ
り
方
も

重
要
と
な
る
。

輝
き
を
こ
れ
か
ら
も
。



。

埋
も
れ
が
ち
な〝
不
安
〞に
寄
り
添
う

な
く
な
ら
な
い「
悲
嘆
」

　

悲
嘆
、グ
リ
ー
フ―

―

。震
災
発
生
か
ら
日

が
経
つ
に
つ
れ
、支
援
の
重
要
性
と
し
て
耳
に

す
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
の一つ
だ
。グ
リ
ー
フ

と
は
英
語
で「
深
い
悲
し
み
」を
指
す
。

　

悲
嘆
感
情
自
体
は
、悲
し
い
体
験
を
す
れ

ば
誰
に
で
も
生
ま
れ
る
。だ
が
、心
に
た
め
こ

み
続
け
て
い
れ
ば
、病
的
な
状
態
に
な
る
こ
と

も
あ
る
。不
安
や
絶
望
感
が
複
雑
に
絡
み
合

う
感
情
に
よ
っ
て
精
神
的
に
不
安
定
と
な

り
、耳
鳴
り
や
目
の
か
す
み
、睡
眠
障
害
な
ど

身
体
的
な
変
化
に
も
つ
な
が
る
。

　

甘
え
ら
れ
、心
を
落
ち
着
か
せ
る
環
境
が
、

身
の
回
り
に
あ
る
か
。長
期
的
な
支
援
が
求

め
ら
れ
る
中
、地
域
に
グ
リ
ー
フ・ケ
ア
を
根

付
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。今
抱
え
る
不

安
へ
の
ケ
ア
と
、将
来
の
土
壌
づ
く
り
。短
期

と
長
期
、被
災
地
は
両
方
の
視
点
に
立
っ
た

行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
一方
、「
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、私
た
ち
が
子
ど
も
と
直
接
向
き

合
う
も
の
で
は
な
い
。周
囲
の
大
人
が
子
ど

も
の
心
の
状
態
を
知
り
、子
ど
も
への
サ
ポ
ー

ト
を
担
え
る
た
め
の
も
の
だ
。大
人
が
今
後

も
子
ど
も
た
ち
の
変
化
に
対
応
し
、ケ
ア
で

き
る
た
め
に
支
援
し
た
の
が
特
徴
の一つ
だ
。

　
見
え
に
く
い「
不
安
」

　

大
船
渡
市
大
船
渡
町
に
園
舎
が
あ
る
大

船
渡
保
育
園
。大
津
波
は
、園
庭
の
す
ぐ
そ

ば
ま
で
押
し
寄
せ
た
。園
庭
か
ら
海
側
を
見

渡
す
と
、震
災
前
に
あ
っ
た
市
街
地
は
な
く
、

仮
設
店
舗
や
更
地
が
広
が
る
。子
ど
も
た
ち

の
多
く
は
、被
災
地
を
目
に
し
な
が
ら
毎
日

通
園
す
る
。

　

同
園
で
は
、保
護
者
や
保
育
士
を
対
象
と

し
た
個
別
相
談
を
実
施
。ま
た
市
内
の
保
育

会
に
所
属
し
、社
会
福
祉
法
人
が
運
営
す
る

各
保
育
園
で
も
お
茶
っ
こ
会
や
講
習
会
な
ど

を
開
催
し
た
。

　

元
気
に
駆
け
回
る
子
ど
も
た
ち
。一
見
し

た
だ
け
で
は「
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
遊
ん

で
い
る
の
で
大
丈
夫
」と
感
じ
さ
せ
る
。し
か

し
、個
別
相
談
を
行
う
と
、母
親
た
ち
か
ら

は
悩
み
が
聞
こ
え
て
き
た
。

　
「
家
に
帰
る
と
子
ど
も
が
親
か
ら
離
れ
た

が
ら
な
い
」

　
「
暗
い
と
こ
ろ
を
極
度
に
怖
が
る
」

　
「
夜
泣
き
が
激
し
い
」

　

保
育
士
た
ち
も
保
育
園
で
は
見
せ
な
い
子

ど
も
た
ち
の
様
子
を
聞
き
、驚
き
を
隠
せ
な

か
っ
た
。改
め
て
心
に
傷
を
負
っ
て
い
る
園
児

も
い
る
現
実
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　

保
護
者
と
の
情
報
交
換
を
よ
り
密
に
し
、

子
ど
も
た
ち
の
些
細
な
変
化
に
気
づ
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。変
化
が
生
じ
た
と
き
は
、保

護
者
と
速
や
か
に
相
談
で
き
る
よ
う
協
力
し

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
実
感
し
た
。

　

不
安
や
体
調
の
変
化
は
、震
災
直
後
の
経

験
だ
け
か
ら
来
る
も
の
で
は
な
い
。例
え
ば
周

囲
で
復
興
に
向
け
た
整
備
を
目
に
す
る
中
で

生
ま
れ
る
焦
り
。前
に
進
も
う
と
思
って
も
、

一歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
不
安
。日

が
経
つ
に
つ
れ
て〝
格
差
〞が
生
じ
て
い
る
面
も

あ
る
。目
に
は
見
え
に
く
い
悩
み
で
苦
し
む

子
ど
も
た
ち
や
大
人
に
手
を
差
し
の
べ
、サ
ポ

ー
ト
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
た
。

支
え
合
う
た
め
に･･･

　

市
内
の
保
育
園
で
働
い
て
い
る
保
育
士
も
、

被
災
者
で
あ
る
。自
宅
が
流
さ
れ
、仮
設
住

宅
か
ら
通
う
姿
も
み
ら
れ
る
。家
族
を
亡
く

し
た
悲
し
さ
を
、園
内
で
は
見
せ
ず
に
子
ど

も
た
ち
と
向
き
合
って
い
る
。

　

日
々
の
業
務
に
追
わ
れ
る
中
、保
育
士
自

身
の
被
災
体
験
や
不
安
を
共
有
し
合
い
、お

互
い
の
気
持
ち
を
理
解
し
あ
う
機
会
は
意
外

と
少
な
い
。そ
こ
で
、市
内
の
保
育
士
が
集
ま

って
情
報
共
有
を
す
る
機
会
と
し
て
、「
お
茶

っこ
会
」を
実
施
し
た
。

　

業
務
中
は
震
災
に
つ
い
て
あ
ま
り
話
す
機

会
の
な
か
っ
た
保
育
士
た
ち
。お
互
い
の
体
験

や
気
持
ち
を
共
有
し
、支
え
あ
い
の
雰
囲
気

を
感
じ
合
う
こ
と
で
、自
身
の
心
の
ケ
ア
に
も

つ
な
が
っ
た
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

　

自
分
の
心
が
癒
さ
れ
れ
ば
、他
人
や
子
ど

も
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
へ
進
む
こ
と
が
で
き
る
。

遠
回
り
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、子
ど

も
た
ち
を
支
え
る
た
め
に
は
、欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
場
で
も
あ
っ
た
。

今
後
に
備
え
て

　

長
期
的
な
ケ
ア
の
重
要
性
を
見
据
え
、保

育
士
に
対
し
て
は
講
習
会
の
場
も
設
け
た
。

現
地
で
日
常
的
に
子
ど
も
と
接
す
る
保
育

士
た
ち
が
子
ど
も
の
心
の
状
態
を
よ
く
理
解

し
、保
護
者
と
連
携
し
な
が
ら
適
切
な
対
応

に
つ
な
げ
る
知
識
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
狙
い

が
あ
っ
た
。こ
と
ば
の
表
現
が
ま
だ
ま
だ
未
熟

な
子
ど
も
た
ち
は
、大
人
と
は
違
っ
た
表
現

方
法
で
ス
ト
レ
ス
や
不
安
を
表
し
て
く
る
。

　

参
加
者
は
被
災
後
の
子
ど
も
の
精
神
的

な
状
態
や
反
応
、大
人
か
ら
受
け
る
影
響
な

ど
に
つ
い
て
学
習
。保
護
者
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
の
と
り
方
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法
に
つ

い
て
も
学
ん
だ
。

元気に遊んでいるから大丈夫－。でも、寄せられる母親たちからの悩み。
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「
子
ど
も
と
同
じ
目
線
に
立
ち
、そ
ば
に

寄
り
添
い
言
葉
が
け
の
配
慮
が
出
来
て
い
る

か
、常
に
原
点
に
立
っ
て
接
す
る
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
感
じ
た
」

　

終
了
後
、保
育
士
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
言

葉
。講
習
会
は
、明
日
に
つ
な
が
る
気
づ
き
の

場
と
な
っ
た
。

支
援
員
と
相
談
員

　

グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク・プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、子
ど
も

に
限
ら
ず
広
く
対
人
支
援
に
関
わ
る
立
場
の

方
を
対
象
に
行
っ
た
。大
船
渡
市
内
で
は
被

災
者
と
直
接
向
き
合
い
続
け
る「
業
務
」も

あ
る
。大
船
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
震

災
後「
生
活
支
援
相
談
員
」を
新
設
し
た
の

が
そ
の一つ
。

　

当
初
は
同
協
議
会
の
パ
ー
ト
ヘル
パ
ー
や
市

内
の
福
祉
施
設
か
ら
出
向
し
た
11
人
だ
っ
た

が
、よ
り
支
援
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
、２
０
１

１
年
11
月
か
ら
23
人
に
増
員
。翌
年
１
月
か

ら
は
自
宅
が
被
災
し
て
ア
パ
ー
ト
に
住
む
人

や
自
宅
を
建
て
直
し
た
人
た
ち
への
訪
問
活

動
も
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

市
内
に
整
備
さ
れ
た
仮
設
住
宅
の
戸
別

訪
問
や
サ
ロ
ン
な
ど
で
心
の
ケ
ア
に
あ
た
る
。

相
談
員
ら
は
入
居
者
の
生
活
上
の
悩
み
な
ど

を
聞
き
な
が
ら
、身
近
な
存
在
と
な
る
た
め

に
努
力
を
続
け
て
い
た
。

　

例
え
ば
お
茶
飲
み
な
ど
の「
サ
ロ
ン
」事
業

は
仮
設
住
宅
19
団
地
で
定
期
的
に
開
催
。お

茶
会
の
前
に
は
、体
操
や
合
唱
、手
芸
な
ど
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョン
も
行
い
、楽
し
み
に
し
て
い
る

入
居
者
が
多
い
と
い
う
。

　

ま
た
、仮
設
団
地
に
は
別
事
業
で
雇
用
さ

れ
た
支
援
員
が
常
駐
。大
阪
府
内
に
本
社
が

あ
り
、岩
手
県
内
陸
部
に
位
置
す
る
北
上
市

内
の
工
業
団
地
な
ど
で
人
材
派
遣
を
行
っ
て

い
る
㈱
ジ
ャ
パン
ク
リ
エ
イ
ト
が
事
業
委
託
を

受
け
て
い
る
。

　

大
船
渡
市
内
に
整
備
さ
れ
た
37
カ
所
に

合
わ
せ
て
約
１
８
０
０
戸
の
仮
設
住
宅
を
回

る
支
援
員
も
対
象
と
な
っ
た
。　

　

支
援
員
は
１
人
に
つ
き
30
世
帯
前
後
の
担

当
が
決
め
ら
れ
、平
日
の
日
中
時
間
帯
に
見

回
り
を
行
い
、住
民
に
声
を
か
け
る
。ま
た
、

各
地
に
設
け
ら
れ
た
談
話
室
や
集
会
所
の
に

ぎ
わ
い
創
出
も
図
る
役
割
を
担
って
い
た
。

時
に
は「
話
し
手
」に

　

地
元
雇
用
で
あ
る
相
談
員
も
支
援
員
も
、

生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
中
で
業
務
を

続
け
る
。さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
接
す
る
仕
事

で
あ
る
が
故
に
、自
身
も
様
々
な
不
安
や
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
い
た
。

　
グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク
で
は
、今
後
も
自
信
を
持

って
業
務
を
行
って
い
け
る
よ
う
、グ
ル
ー
プ
で

お
互
い
の
業
務
に
対
す
る
想
い
に
つい
て
話
し

合
っ
た
り
、講
師
が
一
人
ず
つ
面
談
。前
向
き

な
思
い
で
業
務
を
行
う
た
め
の
後
押
し
を
図

っ
た
。

　

被
災
者
と
向
き
合
い
、相
談
員
も
支
援
員

も「
聞
き
役
」の
日
々
を
重
ね
て
き
た
。震
災

前
に
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
業
務
。ノ
ウ
ハ

ウ
が
あ
る〝
先
輩
〞も
い
な
い
。弱
音
を
吐
こ

う
と
し
て
も「
被
災
者
の
方
が
も
っ
と
辛
い
ん

だ
」と
の
思
い
が
先
行
し
、自
然
と
自
分
を
抑

え
よ
う
と
し
が
ち
に
な
る
。

　
いつ
も
話
の
聞
き
役
だ
っ
た
相
談
員
た
ち
。

自
分
の
思
い
を
聴
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、気
持

ち
も
す
っ
き
り
し
、終
了
後
は
晴
れ
晴
れ
と

し
た
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
。

　
「
自
分
に
優
し
く
な
る
こ
と
が
、生
き
て
い

く
た
め
に
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
し
た
」

　

記
さ
れ
た
感
想
か
ら
も
、前
向
き
な
思
い

が
に
じ
み
出
て
い
た
。

褒
め
て
、認
め
合
う

　

外
部
支
援
団
体
は
、活
動
期
間
に
期
限
が

あ
る
。大
船
渡
市
で
の「
グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク
」

は
、長
期
的
に
活
動
を
続
け
る
地
元
支
援
者

が
こ
れ
か
ら
も
前
向
き
に
、元
気
に
支
援
を

続
け
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
も
行
っ
た
。

　

相
談
員
、支
援
員
を
対
象
と
し
た
グ
リ
ー

フ
ワ
ー
ク
は
、そ
れ
ぞ
れ
２
回
ず
つ
実
施
。グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
講
師
と
の
面
談
に
加
え
、手

づ
く
り
の「
慰
め
の
ハ
ー
ト
」プ
レ
ゼ
ン
ト
も

行
っ
た
。褒
め
あ
い
、認
め
合
う
こ
と
で
、自
信

や
や
る
気
の
創
出
、物
事
を
前
向
き
に
と
ら

え
る
狙
い
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
に
は
、専
門
家
の
存
在
が

欠
か
せ
な
い
。私
た
ち
は
震
災
直
後
か
ら
学

校
法
人
ル
ー
テ
ル
学
院
と
の
協
働
体
制
を
築

き
、「
同
大
学
院
総
合
人
間
学
部
臨
床
心
理

学
科
」と「
同
大
学
包
括
的
臨
床
死
生
学
研

究
所
」の
方
々
に
専
門
家
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
施
を
担
って
頂
い
た
。

　

残
さ
れ
た
課
題
も
あ
る
。「
グ
リ
ー
フ
ワ
ー

ク
」そ
の
も
の
の
概
念
や
必
要
性
に
対
す
る

認
知
は
、ま
だ
こ
れ
か
ら
の
状
態
。全
国
的
に

も
、グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク
を
指
導
で
き
る
専
門
家

は
少
な
い
。今
回
の
取
り
組
み
が
支
援
者
支

援
体
制
の
強
化
に
向
け
た
好
例
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

支える側の立場も抱える〝闇〟。だからこそ、支える立場をサポートする重要性。
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－専門家の立場として－
ルーテル学院大学

総合人間学部　臨床心理学科

加　藤　　純　教授

　

２
０
１
１
年
11
月
に
大
船
渡
保
育
園
を
訪
れ
て
か
ら
９
回
に
わ
た
り
、市
内
数

カ
所
の
保
育
園
で
個
別
相
談
や
職
員
研
修
な
ど
を
進
め
た
。当
初
の
相
談
は
、被

災
に
よ
る
恐
怖
や
不
安
な
ど
だ
っ
た
が
、次
第
に
大
切
な
人
と
の
別
れ
、避
難
生
活

の
苦
労
、新
し
い
仕
事
や
住
ま
い
を
得
る
困
難
な
ど
が
語
ら
れ
、ま
た
、子
ど
も
に

つ
い
て
の
相
談
か
ら
保
護
者
自
身
の
相
談
に
な
り
、保
育
士
の
相
談
も
出
て
く
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

職
員
が
、感
性
豊
か
に
子
ど
も
や
保
護
者
の
悩
み
を
感
じ
取
り
、温
か
く
支
え

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。し
か
し
、保
護
者
は
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
気
兼
ね

し
、自
分
よ
り
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
た
人
に
申
し
訳
な
い
と
我
慢
し
て
い
る
。伝

え
切
れ
て
い
な
い
思
い
を
聴
き
、職
員
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
、第
三
者
が
入
る
意
義
の

一
つ
と
感
じ
た
。
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３
東
京
都
の
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
チ
ャ
イ
ル
ド
・
フ
ァ
ン
ド
・

ジ
ャ
パ
ン
」（
深
町
正
信
理
事

長
）
は
昨
年
４
月
か
ら
大
船
渡

市
内
で
被
災
者
へ
向
け
た
支
援

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
応
急

仮
設
住
宅
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
づ
く
り
や
小
中
学
生
の
生
活

充
実
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
な

ど
に
当
た
っ
て
お
り
、
ス
タ
ッ

フ
が
各
関
係
団
体
と
協
力
し
な

が
ら
復
興
を
強
く
後
押
し
し
て

い
る
。

同
法
人
は
ア
ジ
ア
の
貧
困
児

や
地
域
の
自
立
を
目
指
し
た
支

援
、
世
界
各
地
の
天
災
に
よ
る

復
興
支
援
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
昭
和
50
年
に
設
立
。
こ
れ

ま
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
子
ど
も
た

ち
が
読
書
に
親
し
む
た
め
の
活

動
や
ネ
パ
ー
ル
の
小
学
校
、
病

院
建
設
な
ど
の
事
業
を
幅
広
く

繰
り
広
げ
て
き
た
。

震
災
後
は
「
東
日
本
大
震
災

緊
急
・
復
興
支
援
事
業
」
を
立

ち
上
げ
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

な
ど
を
被
災
３
県
内
の
沿
岸
地

域
に
搬
送
し
た
。

こ
の
あ
と
「
被
災
地
に
活
動

拠
点
を
置
き
、
継
続
的
な
支
援

を
行
い
、
地
域
住
民
と
密
接
な

か
か
わ
り
を
持
と
う
」
と
新
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
設
立
。
支
援
先
は

福
島
、
宮
城
両
県
に
比
べ
て
支

援
が
手
薄
の
本
県
大
船
渡
に
決

め
た
。

現
在
、
常
駐
ス
タ
ッ
フ
は
４

人
。
盛
町
字
み
ど
り
町
の
ア
パ

ー
ト
と
三
陸
町
越
喜
来
字
前
田

の
民
家
を
拠
点
と
し
て
い
る
。

運
営
資
金
は
約
１
億
３
１
０
０

万
円
で
、
提
携
を
結
ぶ
世
界
12

カ
国
の
関
係
団
体
や
国
内
外
の

企
業
か
ら
の
寄
付
が
充
て
ら
れ

て
い
る
。

昨
年
４
月
か
ら
７
月
ま
で
は

被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

た
め
、
仮
設
住
宅
の
入
居
者
ら

計
１
２
４
人
に
聞
き
込
み
調
査

を
実
施
。

こ
の
結
果
、
▽
仮
設
住
宅
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
▽
子
ど

も
の
生
活
充
実
▽
子
ど
も
の
こ

こ
ろ
の
ケ
ア
と
グ
リ
ー
フ
ワ
ー

ク
の
三
つ
を
重
点
に
各
種
活
動

を
展
開
し
て
き
た
。

仮
設
住
宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
形
成
で
は
、
団
地
内
に
設
置

す
る
ベ
ン
チ
や
掲
示
板
作
り
を

は
じ
め
、
集
会
所
の
風
除
室
設

置
、
自
治
組
織
形
成
の
声
が

け
、
お
茶
会
の
開
催
な
ど
を
実

施
。
現
在
は
長
洞
団
地
（
猪
川

町
）
の
入
居
者
に
向
け
た
地
域

公
民
館
の
建
設
や
同
団
地
の
共

同
菜
園
整
備
に
注
力
し
て
い

る
。子

ど
も
の
生
活
充
実
で
は
被

災
校
舎
の
修
繕
費
、
卒
業
ア
ル

バ
ム
制
作
費
、
修
学
旅
行
費
の

補
助
を
は
じ
め
、
書
き
初
め
大

会
、
節
分
豆
ま
き
な
ど
季
節
に

合
わ
せ
た
行
事
も
手
が
け
て
き

た
。活

動
は
来
年
３
月
ま
で
を
予

定
。
ス
タ
ッ
フ
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
る
船
戸
義
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
33
）
は
「
母
方

の
祖
母
が
盛
岡
に
住
ん
で
い
た

の
で
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
岩
手

に
来
て
い
ま
し
た
。
大
船
渡
へ

の
支
援
が
決
ま
っ
た
時
も
、
岩

手
県
と
の
不
思
議
な
縁
を
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
人
と
人

の
つ
な
が
り
、
絆
を
大
切
に
し

て
活
動
に
臨
ん
で
い
き
た
い
で

す
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

チ
ャ
イ
ル
ド
フ
ァ
ン
ド
の
連

絡
、
問
い
合
わ
せ
は
船
戸
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
℡
０

９
０
・
２
８
５
３
・
５
３
９
０
）

へ
。
活
動
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
http://www.childfund.

or.jp/?utm
_source=yahoo&

utm
_m
edium
=cpc&utm
_cam

paign=yahoo_cam
）
に
随
時

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

ＮＰＯ法人チャイルドファンド

大
船
渡
の
復
興
を
後
押
し
す
る
船
戸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
右
か

ら
２
人
目
）
ら
ス
タ
ッ
フ

人
と
の
つ
な
が
り
大
切
に

４
人
体
制
で
復
興
後
押
し

MEDIA メディア掲載

2012年４月27日付 東海新報に掲載されました

2012年12月12日付・13日付 岩手日報に掲載されました

2012年６月８日付 朝日新聞に掲載されました

2012年 5月 6日 東海新報 1面 鯉のぼりこどものつどい
 6月 7日 東海新報 7面 やってみっぺし読み聞かせ
 6月 8日 朝日新聞 全国版 15面 耕論 コミュニティー新生  
 7月 10日 東海新報 7面 赤崎中学校仮校舎備品整備
 7月 11日 岩手日報 24面 長洞地域公民館建設 
 7月 11日 東海新報 2面 長洞地域公民館建設
 7月 18日 東海新報 6面 日韓文化交流会
 7月 19日 東海新報 7面 親子・家庭フォーラム告知
 7月21日 テレビ岩手「手を、つなごう。岩手」友結ファーム
 7月 29日 朝日新聞 岩手県版 27面 長洞団地 友結ファーム
 8月 5日 岩手日報 26面 いわて親子家庭フォーラム
 8月 8日 東海新報 7面 いわて親子・家庭フォーラム
 8月 15日 岩手日報 21面 杉下団地 納涼盆踊り大会
 8月 16日 東海新報 8面 杉下団地 納涼盆踊り大会
 8月 23日 東海新報 6面 長洞団地 夏祭り
 8月 24日 岩手日報 29面 つなぐ被災地コミュニティーの今
　　　　　　　　　長洞団地 友結ファーム
 10月 13日 岩手日報 25面 長洞地域公民館建設 引渡式
 10月 13日 朝日新聞 岩手県版 24面 長洞地域公民館建設 引渡式
 10月 13日 東海新報  7面 長洞地域公民館建設 引渡式
 10月 16日 読売新聞 岩手県版 33面 長洞地域公民館建設 引渡式
 11月17日 東海新報 7面 教育復興運動市町村・地域活性化研修会
 11月20日 東海新報 6面 長洞団地 友結ファーム 干し柿
 12月12日 岩手日報 23面 自立に向けた取り組み㊤
 12月13日 岩手日報 25面 自立に向けた取り組み㊦
2013年 1月9日 東海新報 3面 臼と杵寄贈
 1月11日 東海新報 6面 永沢団地 餅つき
 2月4日 岩手日報 23面 地ノ森団地 節分豆まき

2011年 8月 2日 東海新報 長洞団地 ベンチ作り
 8月 14日 岩手日報 地ノ森団地 納涼会
 8月 16日 東海新報 6面 地ノ森 ・杉下団地  納涼会
 9月 16日 東海新報 4面 ベンチ作り 青学紹介
 10月 9日 朝日新聞 全国版 33面 ベンチ作り
 10月 28日 東海新報 5面 山岸団地  集会所入口軒拡張
 11月 8日 岩手日報 1面 後ノ入団地 干し柿 
 12月 1日 岩手日報 22面 沿岸部欄  冬の朗読会
 12月 1日 東海新報 5面 冬の朗読会
 12月 7日 河北新報 24面 ワイド東北欄 冬の朗読会
2012年 1月 7日 岩手日報 1面 新春書初め大会
 1月 7日 東海新報 1面 新春書初め大会
 1月 8日 読売新聞 全国版 32面 新春書初め大会
 1月 13日 東海新報 5面 団体活動紹介
 1月22日 盛岡タイムス 岩手県被災児童の支援機関団体連携交流会
 2月 4日 岩手日報 25面 大立団地  節分豆まき
 2月 5日 東海新報 8面 大立団地 節分豆まき
 3月 17日 岩手日報 31面 猪川小学校 卒業アルバム贈呈式 
 3月 17日 東海新報 7面 猪川小学校 卒業アルバム贈呈式
 3月 25日 東海新報 8面 長洞団地 友結ファーム
 3月 31日 岩手日報 7面 越喜来保育所仮設保育室建設
 4月 1日 東海新報 6面 越喜来保育所仮設保育室建設
 4月 12日 東海新報 7面 大船渡小 学校 家具設備贈呈
 4月 13日 岩手日報 21面 大船渡小学校 家具設備贈呈式
 4月 27日 東海新報 4面 復興支援団体紹介
 4月 28日 東海新報 7面 鯉のぼりこどものつどい
 5月 4日 東亜日報 27面 韓国語講座
 5月 6日 岩手日報 2面 鯉のぼりこどものつどい

メディア掲載 一覧（2013年2月末現在）



　

１
９
７
５
年
以
来
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に

国
際
協
力
に
携
わ
っ
て
き
た
チ
ャ
イ
ル

ド
・
フ
ァ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
１
９
９

０
年
に
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.7
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
北
部
ル
ソ
ン
島
大
地
震
や

１
９
９
１
年
に
起
こ
っ
た
20
世
紀
最
大
規

模
の
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
の
大
噴
火
な
ど
、
比

較
的
大
き
な
規
模
で
の
自
然
災
害
発
生
後

の
緊
急
・
復
興
支
援
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
て
、「
緊

急
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
ま
と
め
て
、
緊

急
事
態
に
も
備
え
る
努
力
を
し
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
２
０
１
１
年
３
月
11

日
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
受
け
て
、

チ
ャ
イ
ル
ド
・
フ
ァ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
が

最
初
に
直
面
し
た
難
題
は
、
日
本
国
内
で

発
生
す
る
大
規
模
災
害
に
備
え
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
し

た
。
法
人
の
定
款
に
は
「
開
発
途
上
国
で

の
災
害
」
が
明
記
さ
れ
、「
緊
急
支
援
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
は
日
本
国
内
で
の
活
動
に
つ

い
て
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
震
災

発
生
後
、「
想
定
外
」
と
い
う
言
葉
が
多

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
チ
ャ
イ
ル
ド
・

フ
ァ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
大
規
模
災
害
が
海
外
の

支
援
国
で
発
生
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
緊

急
支
援
の
実
施
に
向
け
た
検
討
・
調
整
が

始
ま
り
ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災
発
生
後

の
初
動
体
制
は
、
海
外
の
そ
れ
に
比
べ
遅

れ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
し

た
。

　

さ
ら
に
、
備
え
が
充
分
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
事
実
は
、
緊
急
・
復
興
支
援
に
携

わ
る
人
材
確
保
の
遅
れ
、
緊
急
復
興
支
援

の
活
動
方
針
策
定
の
遅
れ
、
復
興
支
援
の

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
成
の
遅
れ
と
し

て
尾
を
引
く
結
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
、
チ
ャ
イ
ル
ド
・
フ
ァ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ

ン
は
、
岩
手
県
大
船
渡
市
を
中
心
と
し
た

緊
急
・
復
興
支
援
事
業
に
携
わ
る
こ
と
に

よ
り
得
た
貴
重
な
経
験
を
も
と
に
、
災
害

リ
ス
ク
管
理
能
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。　

　

が
れ
き
が
多
く
残
っ
て
い
た
5
月
、
避

難
所
を
聞
き
取
り
調
査
で
訪
問
し
た
私

は
、
ひ
と
り
の
男
性
に
迎
え
ら
れ
た
。「
生

き
て
い
る
し
、
最
低
限
の
も
の
は
あ
る
か

ら
大
丈
夫
」
と
時
折
笑
顔
を
見
せ
る
男
性

に
私
は
言
っ
た
。「
皆
さ
ん
本
当
に
す
ご

い
で
す
ね
、
こ
の
状
況
で
も
前
向
き
に
笑

顔
で…

」。
そ
れ
ま
で
重
ね
た
調
査
か
ら

感
じ
た
正
直
な
気
持
ち
だ
っ
た
。
す
る
と

男
性
の
表
情
は
一
変
し
、
穏
や
か
だ
っ
た

瞳
か
ら
涙
が
こ
ぼ
れ
落
ち
た
。「
本
当
は

毎
日
も
の
す
ご
く
悲
し
い
ん
だ
」。
言
葉

を
失
い
、
立
ち
尽
く
す
し
か
な
か
っ
た
。

想
像
は
で
き
て
も
、
私
に
は
決
し
て
理
解

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
悲
し
み
と
、
生
き

る
力
と
が
紙
一
重
で
共
存
し
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。

　

被
災
し
た
方
々
に
と
っ
て
本
当
に
意
味

の
あ
る
活
動
と
は
何
な
の
か
。
復
興
支
援

を
行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
、
自
問
自
答
が
続

い
た
。

　

手
探
り
で
始
ま
っ
た
大
船
渡
市
で
の
2

年
間
に
及
ぶ
活
動
は
、
人
と
の
出
会
い
に

よ
っ
て
次
第
に
形
づ
く
ら
れ
た
。
活
動
の

中
心
に
は
常
に
「
ひ
と
」
が
あ
り
、
実
施

し
た
案
件
の
一
つ
ひ
と
つ
と
共
に
、
前
向

き
に
生
き
る
方
々
の
顔
が
浮
か
ぶ
。
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
そ
ん
な
「
生
き
る

力
」
を
少
し
で
も
多
く
持
っ
た
方
々
へ
の

サ
ポ
ー
ト
だ
っ
た
。
生
き
る
力
が
人
の
つ

な
が
り
を
生
み
、
つ
な
が
り
が
復
興
へ
の

原
動
力
と
な
る
。
そ
の
効
果
は
や
が
て
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
を
含
ん
だ
全
体
へ
波

及
し
、
大
船
渡
の
ま
ち
を
新
生
さ
せ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
出
会
い
は
貴
重
な
財
産
と
な

っ
て
、
私
の
人
生
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
大

船
渡
は
私
に
と
っ
て
、
そ
し
て
私
た
ち
に

と
っ
て
特
別
な
場
所
と
な
っ
た
。
感
謝
と

再
会
の
約
束
を
胸
に
活
動
を
締
め
く
く
り

た
い
。

　

屈
託
の
な
い
笑
顔
。
底
知
れ
な
い
忍
耐

力
と
我
慢
強
さ
。
気
持
ち
を
ぽ
か
ぽ
か
に

し
て
く
れ
る
温
か
い
思
い
や
り
。
大
船
渡

の
方
た
ち
と
共
に
活
動
し
、
生
活
を
し
て

い
く
中
で
、
大
船
渡
は
私
の
第
二
の
ふ
る

さ
と
と
な
っ
た
。
大
船
渡
の
人
た
ち
は
強

い
。
復
興
に
向
け
て
、
私
た
ち
が
お
手
伝

い
で
き
た
こ
と
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
だ
が
、

そ
の
強
さ
で
、
き
っ
と
素
敵
で
魅
力
的
な

ま
ち
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
信
じ
て
い
る
。

そ
し
て
、
み
な
さ
ん
の
笑
顔
に
会
い
に
、

ま
た
大
船
渡
を
訪
れ
た
い
。

（
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
と
グ
リ
ー
フ

ワ
ー
ク
担
当
）

　

ベ
ン
チ
づ
く
り
、
夏
祭
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
フ
ァ
ー
ム
等
の
案
件
に
関
わ
っ
た
。

活
動
中
、地
域
の
人
か
ら
「
感
謝
し
て
る
」、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
「
大
船
渡
に
ま
た
来

た
い
」
と
い
う
声
を
多
く
聞
い
た
。

　

親
戚
で
も
、
親
友
で
も
な
い
私
は
、
そ

の
声
を
聞
き
、「
地
域
の
人
に
と
っ
て
一

番
有
意
義
な
方
法
」
を
探
し
、
支
援
に
繋

げ
て
き
た
。
ひ
と
と
の
関
係
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
で
き
た
か
。

考
え
る
と
学
ん
だ
こ
と
ば
か
り
で
、
反
省

点
だ
け
が
頭
を
よ
ぎ
る
。

　

勢
い
と
引
換
え
に
大
船
渡
の
皆
さ
ん
に

い
た
だ
い
た
経
験
、
何
処
か
で
誰
か
に
返

し
た
い
。

（
仮
設
住
宅
団
地
の
コ
ミ
ュニ
テ
イ
形
成
担
当
）

　

節
分
の
時
期
に
合
わ
せ
て
大
立
仮
設
団

地
で
開
催
し
た
豆
ま
き
事
業
。
は
じ
め
は
、

子
ど
も
た
ち
に
照
れ
が
あ
り
、
各
戸
に
訪

問
し
て
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
も
、
鬼
に
豆

を
投
げ
る
こ
と
も
恥
ず
か
し
が
っ
て
拒
ん

で
い
た
。
ス
タ
ッ
フ
が
子
ど
も
た
ち
に
声

を
か
け
て
も
反
応
が
悪
く
、
話
か
け
ら
れ

る
こ
と
自
体
も
厭
う
様
子
の
子
も
多
か
っ

た
。
し
か
し
、
次
第
に
慣
れ
て
く
る
と
、

ス
タ
ッ
フ
の
指
示
に
も
耳
を
傾
け
始
め
、

各
戸
に
自
然
に
あ
い
さ
つ
し
て
訪
問
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
は
、

子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
役
割
分
担
を
決

め
、
訪
問
し
て
あ
い
さ
つ
す
る
子
、
落
花

生
を
補
充
す
る
子
に
分
か
れ
て
動
き
出
し

た
。 

（
子
ど
も
の
生
活
充
実
担
当
）

29 28

活
動
に
あ
た
っ
て

事務局長
小　林　　　毅

日
本
国
内
で
の
緊
急
・
復
興

支
援
に
携
わ
っ
て

プロジェクト･コーディネーター
斉　藤　弘　子

大
船
渡
は
第
二
の
ふ
る
さ
と

　
〜
笑
顔
・
強
さ
そ
し
て
思
い
や
り
〜

プロジェクト･コーディネーター
合　澤　由　夏

つ
な
が
り
の
大
切
さ

　
〜
支
援
に
繋
が
る
心
と
心
〜

プロジェクトマネージャー
船　戸　義　和

特
別
な
場
所

　
〜
心
に
刻
ま
れ
た
出
会
い
〜プロジェクト･コーディネーター

浦　　　大　介

節
分
豆
ま
き
活
動
体
験
の

一
コ
マ



学生ボランティア３０４人・１０,９４４時間の記録
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（延べ人数、１人６日間、１日６時間の活動）

　

酪
農
学
園
大
学
で
は
、大
学
主
導
で
始
ま
っ
た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
派
遣
を
引
き
継
ぐ
形
で
、学
生
に
よ
る
自
主
的
な
グ
ル
ー
プ
が
活
動

を
続
け
ま
し
た
。私
は
こ
の
活
動
に
お
い
て「
も
う
一
つ
の
大
学
教
育
的

意
義
」を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。そ
れ
は
、活
動
に
よ
っ
て
学

生
は「
知
の
主
体
」「
倫
理
の
主
体
」の
触
発
と
形
成
と
い
う
課
題
を
、真

正
面
か
ら
受
け
止
め
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

震
災「
後
」の
諸
課
題
を
担
う
の
は
若
い
人
た
ち
で
す
。そ
の
課
題
に

立
ち
向
か
う
た
め
に「
知
の
主
体
」を
い
か
に
形
成
し
確
立
す
る
か
。多

く
の
人
々
の
喪
失
感
に
応
え
る「
倫
理
の
主
体
」を
自
ら
の
中
に
ど
う
築

く
か
。学
生
た
ち
は
、座
学
で
は
な
く
、被
災
地
と
い
う
現
場
で
五
感
の

す
べ
て
を
用
い
て
こ
れ
に
応
答
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、大
学
に
お
け
る
知
的
・
倫
理
的
主
体
の
触
発
と
形
成
と
い

う
、現
在
大
学
で
求
め
ら
れ
て
い
る「
知
の
開
発
」の
過
程
だ
っ
た
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。た
だ
し
、震
災
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。今
な
お

苦
難
を
強
い
ら
れ
て
い
る
多
く
の
方
々
に「
共
感
す
る
知
性
」を
持
ち
、

「
知
の
主
体
」を
活
か
し
て「
行
動
す
る
倫
理
」を
確
立
す
る
た
め
に
も
、

こ
れ
か
ら
も
継
続
的
な
活
動
を
多
く
の
学
生
に
勧
め
た
い
と
思
い
ま

す
。こ
れ
こ
そ
が
真
の
意
味
に
お
け
る「
実
学
教
育
」に
他
な
ら
な
い
と

思
う
か
ら
で
す
。

　

青
山
学
院
で
は
、新
し
い
試
み
と
し
て
N
P
O
と
の
連
携
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方
を
模
索
し
ま
し
た
。そ
れ
が
、チ
ャ
イ
ル
ド
・
フ

ァ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
の
現
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
学
生
を
派
遣
す
る
と
い

う
体
制
で
し
た
。２
０
１
１
年
夏
に
は
約
１
０
０
名
の
学
生
、約
50
名
の

教
職
員
や
保
護
者
が
参
加
し
、学
生
の
一
部
は
さ
ら
に
自
主
活
動
団
体

へ
と
活
動
を
発
展
さ
せ
、継
続
的
な
関
わ
り
を
続
け
ま
し
た
。

　

一
貫
し
て
行
わ
れ
た
の
が「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
」で
す
。ベ
ン
チ
づ

く
り
で
は
、金
槌
も
持
っ
た
こ
と
の
な
い
学
生
た
ち
が
住
民
の
方
々
に

参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。「
友
結
フ
ァ
ー
ム
」の
設
置
や
地
域
の
お
祭

り
の
お
手
伝
い
な
ど
も
、都
会
か
ら
の
学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
貴
重
な

体
験
学
習
の
場
と
な
り
ま
し
た
。彼
ら
は
被
災
地
か
ら
多
く
の
こ
と
を

教
え
ら
れ
、一
回
り
も
二
回
り
も
成
長
し
ま
し
た
。

　

震
災
に
よ
る
苦
し
み
や
悲
し
み
、そ
し
て
命
の
は
か
な
さ
を
引
き
ず

り
な
が
ら
も
、少
し
ず
つ
笑
顔
や
笑
い
声
が
人
々
の
中
に
飛
び
交
う
よ

う
に
な
っ
て
い
く
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
、私
た
ち
は
大
い
に
励
ま

さ
れ
た
の
で
し
た
。そ
し
て
各
々
に
誓
っ
た
の
で
す
。震
災
と
こ
の
出
会

い
を
決
し
て
忘
れ
な
い
こ
と
を
。

　

活
動
最
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、私
達
が
目
指
す
仮
設
団
地
の
方
々

と
の
関
係
性
は
〝
被
災
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〞
で
は
な
く
、〝
一
人
の

人
と
人
〞
と
し
て
対
等
な
関
係
に
な
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。一
方
通
行
で
は
な
く
心
の
こ
も
っ
た
相
互
通
行
の「
対
等
」

な
も
の
が
、最
終
的
に
被
災
さ
れ
た
方
々
が
自
分
の
力
で
立
ち
上
が
る

こ
と
が
で
き
る
状
態
へ
繋
が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
最
後
に「
こ
の
経
験
は
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

心
の
込
も
っ
て
い
な
い
使
わ
れ
な
い
ベ
ン
チ
と
同
じ
。こ
の
経
験
を
良

い
道
具
と
し
て
生
か
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま

し
た
。こ
こ
大
船
渡
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
や
考
え
た
こ
と

は
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
、大
変
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の
に
な

っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。チ
ャ
イ
ル
ド
・
フ
ァ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
の
皆

さ
ん
や
酪
ネ
ッ
ト
の
皆
さ
ん
、同
じ
８
班
の
み
ん
な
、大
船
渡
の
皆
さ
ん

…

、す
べ
て
の
方
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

（
２
０
１
１
年
12
月
17
日
）

酪
農
学
園
大
学

　

高　

橋　
　
　

 

一 

教
授

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
け
る
教
育
的
意
義

酪
農
学
園
大
学 

獣
医
学
科
２
年

　

茨　

木　

美　

和 
さ
ん

最
終
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

青
山
学
院
大
学

　

伊　

藤　
　
　

悟 

教
授

被
災
地
の
方
々
に
育
て
ら
れ
て

●酪農学園大学…………１２５人
●青山学院大学…………１７４人
●学習院女子大学……………５人

1日の学生スケジュール（例）

受け入れボランティア学生数

07：30　朝食
09：00　出発
09：30　友結ファーム着、作業開始
　　　   マップの修繕
12：00 　YSセンターにて昼食、休憩
13：00　ベンチ作り・呼びかけ
16：00　作業終了
17：00　買い物・夕食準備
18：30　夕食
19：45　ミーティング開始
22：00　ミーティング終了、自由時間
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全体総括・組織評価

事業評価報告

⇒　全体総括
⇒　組織評価
⇒　案件評価
⇒　改善の方向性

事業の効果や実施体制を評価・検証するために、経営コンサルティング会社である
ベイン・アンド・カンパニーの東京オフィスに同社の社会貢献活動の一環としてご協力いただきました。
大船渡市での関係者インタビュー等を通じてまとめられた
「事業評価報告」は次のように構成されています。

［ベイン・アンド・カンパニーについて］
1973 年米国ボストンに創設。現在、世界 31カ国に48 拠点のネットワークと約 5,400 名を擁する、世界有数の戦略コンサルティング会社です。
クライアントとの共同プロジェクトを通じた結果主義へのこだわりをコンサルティングの信条としており、
結果主義の実現のための高度なグローバル・チームワーク・カルチャーを特徴としています。
1981年に設立された東京オフィスも、国内およびグローバル企業の最重要経営課題の解決と結果実現のために邁進しております。
収益のフルポテンシャル、事業再建、Ｍ＆Ａ戦略等の分野で高いシェアを有しています。

本報告書では、この中から一部を抜粋し原文のまま掲載いたします。
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案件評価案件評価
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案件評価案件評価
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案件評価案件評価



4041

案件評価案件評価
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案件評価案件評価



4445

改善の方向性 案件評価
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改善の方向性

実施案件情報
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チャイルド・ファンド・ジャパンは、国内外から託されたご寄付をもとに、東日本大震災緊急・復興支援事業として以下の活動を実
施することができました。
寄せられた寄付総額は、2013年2月28日現在で245,580,346円（チャイルド・ファンド・アライアンス加盟団体から合計
153,553,330円、国内寄付者から合計77,303,794円、中国のNPO SmileAngel Foundationから14,723,222円）です。

会計報告は2011年度、2012年度事業報告書にてご報告します。
（団体ホームページで公開しています。
ただし、2012年度分は2013年7月頃公開予定です）。

■緊急期～復旧期
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チャイルド・ファンド･ジャパンとは？

すべての子どもに開かれた未来を約束する国際社会の形成

1975年より、アジアを中心に貧困の中で暮らす子どもの健やかな成長、家族と地域の自立を目指した活動をしてい
ます。活動をとおして人と人とが出会い、お互いに理解を深め、つながることを大切にしています。

チャイルド・ファンド･アライアンスについて
チャイルド・ファンド･アライアンスは、人種、宗教、性別、国籍を問
わず世界の子どもたちに、効果的な支援活動をするためのネット
ワークで、子どもたちに向けたスポンサーシップ活動を行う12団
体で構成されています。チャイルド・ファンド･ジャパンは2005年4
月に加盟しました。

1952年にはCCFの日本事務所として、社会福祉法人基督教児童福祉会（CCWA）が設立され、アメリカやカナダの
人々から支援が始まりました。その後、支援は拡大し、1974年のCCFの支援終結までに延べ86,000名の子どもが支
援されました。1974年にCCFの支援が終了した翌年、1975年にCCWAはその愛の精神を受け継ぎ、国際精神里親運
動部（現：チャイルド・ファンド･ジャパン）を創始しました。そして日本のNGOの草分けとして、アジアの国々の中でも
特に、子どもたちが厳しい生活を強いられているフィリピンに目を向け、支援を始めました。

1975年　フィリピンでスポンサーシップ・プログラムを開始
1991年　東京弁護士会より第5回人権賞を受賞
1995年　ネパールで保健事業支援開始
2001年　全国社会福祉協議会の会長特別表彰を受賞
2005年　特定非営利活動法人チャイルド・ファンド･ジャパンへ法人変更
2006年　スリランカでスポンサーシップ・プログラムを開始
2009年　国税庁長官より「認定NPO法人」に認定される
2010年　ネパールでスポンサーシップ・プログラムを開始
2011年　東日本大震災緊急・復興支援事業を開始（2013年3月終了）

目標
ビジョン

【愛のバトンタッチ】
チャイルド・ファンド・ジャパンは、第二次世界大戦後、海外から支援を通して、日本の戦災孤児の成

長を守ることから活動を始めました。時代が変わり、支援の受け手から担い手へと立場が変わっても、そこに一人ひ
とりの子どもが希望を持って生きることのできる社会を目指す姿勢は変わりません。

生かし生かされる国際協力を通じて子どもの権利を守る
使命
ミッション

【子どもの笑顔のために】
チャイルド・ファンド・ジャパンは、ビジョンを達成するために、支援を通じてつながるすべての人々

が、様々な違いを超えて、お互いが人生に意味を見出し、「生きていてよかった」と思える国際協力を実践することを
通して、子どもの権利を最優先に位置づけた活動を展開します。

写真：CCF総主事ミルズ博士と支援を受けた日本の子どもたち。第二次大戦後、アメリカの民間団体、
　　 CCF（Christian Children’Fund：キリスト教児童基金）が日本の戦災孤児への支援を始めました。



特定非営利活動法人 チャイルド・ファンド・ジャパン

東日本大震災 緊急・復興支援事業  報告書

発　行　日　　2013 年 3 月 15 日
発　行　者　　特定非営利活動法人 チャイルド・ファンド・ジャパン
　　　　　　　理 事 長　　深　町　正　信
　　　　　　　事務局長　　小　林　　　毅
　　　　　　　〒167ｰ0041 東京都杉並区善福寺 2ｰ17ｰ5
　　　　　　　TEL　03ｰ3399ｰ8123
　　　　　　　FAX　03ｰ3399ｰ0730
　　　　　　　E-mail　childfund@childfund.or.jp
　　　　　　　U  R  L   www.childfund.or.jp
編集・印刷　　株式会社 東海新報社
　　　　　　　〒022ｰ0002 岩手県大船渡市大船渡町字鷹頭 9ｰ1
　　　　　　　TEL　0192ｰ27-1000
　　　　　　　FAX　0192ｰ27-2154

歩みをともに




	表紙
	01
	0203
	0405
	0607
	0809
	1011
	1213
	1415
	1617
	1819
	2021
	2223
	2425
	2627
	2829
	3031
	3233
	3435
	3637
	3839
	4041
	4243pdf
	4445
	4647
	48
	奥付
	うら

